
移殖アサリの成長度調査

アザリの移殖効果判定として移茄後i’こおける棲息状況 t棲息密度、成長度）の実態調査を行

った。

養殖場（調査地）

調査地として選定した貝塚市脇ノ浜養殖場は近木川尻に発達した面積9,OOOm2（約2,700

坪〉の討Hで、明局面波の少ない府下治岸では最も広汎な面積を占めている地域で、毎年冬期（

1 1月～ 12月〉 4,000 rt内外の極苗を岡山県から移入しているρ 底質は小石叉は磁で下

は砂弛になってし、る。管理は脇ノ浜漁灘且合が当っており、 2月中旬より 4月上旬まで組合員

-,;- に採捕させ C1日最高5onに制限〉以後6月中旬までを潮干狩として一般に公開（有料〉し

ているが、その後翌年2月まで全面的に捕獲を禁じているo

~邑

調笠概要

1 .供試アサリ

産 地 岡山県

mm 
大きさ 殻長24• 1 殻高17 • 8 殻巾12 • 3 

~￥付月日 3 1年 12月8日

2 .調査期間

3 2年2月～10月

3 .調査方法

上記養殖場内には相当金の地付アサリが載息していて移殖アサリとの識別が困難なため面

稜 100m2の調査区を設け、これに赤色ラッカーで着色した佳苗50貫を放養しこの原誠介

を資料として成長度を調査した。

採剣士、 2ヶ月毎一定面積を斡採式に全量を採集い資料の回収とその都度緩怠量（個数〉

の調査を行う予定としたが、 7月以後は昼間の干潮時では調査区が干出しないため2ヶ月毎

の採集を中止して ・10月漸く水中採取より資料の採集を行ったのみで棲息量の調査は出来な

かった。

なお．ラッカー着色による標識効果については詳細な検討を行わなかったが本調査の結果

によれば放養後約1ヶ年経過した10月の取揚時においても介殻の背縁叉は輪脈、その他の

凹部には鮮明に残存1識別には困難を感じなかった。

-89一



結果及び 芳察

第 1去三採集状況

回数 採集月日 採集面積 採集倒数

年月 日 % 坪 2,932*.l 
32.2.18 

ト『』4・ーー・・ー

2 4 • 17 }& 1 , 4 6 8 

3 6 • 1 3 }& 1 , 3 3 3 

4 1 0 • 1 1 一
．圃且－－ーーーー－－喝司咽－ －園田・－ーーー・ーー

1坪換算
伺 数

5, 8 6 3~ 

8,802 

7,998 

一
ー

採集は第1表に示した通り

前后4回行い、その聞の成長

皮は第2表第 1図に見られる

僚に殻長で僅に3・1mmの成

長を示したに過ぎなし、。この

成長度は「水産増殖学」に掲

載（内藤、 1936，千葉内湾、

mm mm mm 
分場報告〉のアサリ 1ヶ年の成長度10 （殻長20 から30 えの成長〉に比して約

%以下で非常に恐かった。

叉波高、殻巾の成長を見ると大体殻長の場合と大体同じ傾向を示していたが．重量におい

ては6月から 10月にかけ（夏期）やや顕著な増f立が見られた。

硬息、密度については2月、 4月. 6月、の5回における 1坪平均値忠l関数は7, 5 5 4粒

で腎通の養槌場に比較して5倍以上の包括息量で島つアこ。

アサリの成長を左右する要因には極々あってすぐには断ζ出来ないが．今回移掠アサリ

の成長度が著しく不良である有力な原因に前記の如き波密な楼思量による成長の阻自η一
応考えられる。

なお．アサリが新しい環境により形股に変化を示すことがしばしば云われているが本調

査の結果では殻高、殻巾の成長がそれぞれ殺長と同じ傾向を示している点から見て移殖ア

サリの新らしい環境による形態の変化はない様である。

第2表成長度

P手星空
月 日 月 日

2 • 1 8 4 . 1 7 

殻長（mm) 24.1丑 .5 25.6±1.9 

殻高（mm) 17.仕留.s18.9辺－6

殻巾（ mm) 12.王位.o13.Q士1,9

重責（ 1 ) 3.48 4.07 

月 日
6. 1 3 

25.波－6

18.担乏.9

12,7丑 .2

4.07 。」

月日
10 .11 

27.社 1.5

20.王土2.0

14.1土・1-4

5-68 

成長率

1 • 1 3 

1 • 14 

1 • 1 5 

1 • 6 4 

卒均値の比較

各採集毎の僚識ア

サリの殻長度数分

布図は第2図に示

した通り大体正規

分布型をしている

司.＿＿.

』．，
、ー

従来から棲息しているアサリ（地付アサリ〉と移殖アサリとの聞には形態的にかたり差がある。

即ち、地付アサリの扇苧であるのに比し移殖アサリは、かなり丸味を帯びているo

-90一



.,,,. 

~ 

長さm
30.Q 

2.8. 0 

26,0 

24.0 

22,0 

20,0 

第 1図成長度

rn.o ；翌~－

16心・ー

14,0 
地巾 ___.:::--

臥・ －－－－－－一一一一一－－・－－－＝＝ご－－－－－－，戸P

12.0 m3.-------－一一

10 .o 

.,,.,. 

のでその平均

位を採用し成

長皮を比較し

た。その結果

各平均値の差

が非常に少な

いこと、又は

6月の卒均値

が4月の平均

値より逆に少

tn，、といった

重量F 現象－も出て来
6.0 

ペ s.o

→ 4,0 

たので、これ

を計算上の F

( Fs）とF一
分布表による

2 5 6 7 8 
3.0 Fとの比絞に

9 10 11月4 3 

対応する殻；尽の平均依のさきの有活；性を検討しアこ。（第 33完〉

第5表各卒均値のtt絞

一
対応の月 月別殻長（mm) Fa F(59o) 有意性

2月～4月 2 4 • 1～2 5. 6 6 • 02 3. 9 2 有意

2月～6月 24.1～2s.2 3. 6 3 3. 9 2 有意でない

4月～6月 25. 6～25.2 0 • 5 6 3. 9 2 II 

4月～10月 25.6～"2 7. 2 4.79 3-96 有意

2月～4月.6月 24.1～2 5. 4 5. 18 3. 89 ／／ 

4月.6月～10月 25. 4～.Z 7 • 2 5-62 3 • 91 ／／ 

よりそれぞれ

即ち2月～4月と

4月～ 10月との平

均値の差は有意であ

るが2月～6月の卒

均値の差には有意性

が認められない、叉

4月～6月の防｝にも

勿論有窓性ヵ穏めら

れない。従って当然

4月から6月の問に

はアサリの成長が認

められない‘と同時に2月～6月の場合においても問機なことが云得る。しかし、 2月～
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4月の聞には一応有意性が認められている

第2図殻長皮数分布図
ので、仮に4月の資料と6月の資料を合せ

悶関 1 0月 た平均値25. 4 mmと2月及び10月との
1よと1

差を検定した結果は第3表5、6欄に示し

関 悶悶 関 た通り各々右窓性科認められた。

以上の結果から移殖アサリの成長が6月迄

尽 INi〔 6月 は殆んどなく 7月から秋にかけやや顕著に

安れてくること幻想像されるo

（担当巻田一雄、時間博）

20 2月

10 

． －．・
Cコ c:, c:, ー：： c:, c:, Cコ 0 o c: mm 
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魚礁効果判定調査

大阪湾における治岸漁業の振興に資するため、従来有用水産生物の産卵保護や稔貝の移殖の

ほが石、廃船等による築磁を行うと共に最近4ヶ年のrmに治岸沼地10カ所を選び、地元市町

村または組合を事業主体としてコ γクリートプロックの沈設による魚礁が設置され、本年度は

さらに投石による築磁を加え、これによって新漁場を造成し一本釣、事j絹等の常細漁業函にお

ける漁家収入の増大を図ることになっている。

この魚低め効呆については諸僚の要因があって一概l’こ断じ得ないが、本年度以降は種々の函

から検討するため代表的と思われる1地区（尾崎魚礁〉を選んで調査することとした。

調査方法

魚礁設泣箇所中1地区を選ぴ、これについて極々の函から検討を加えることとし、最も調査

に便利な泉南部南海田I尾崎地先漁業について調査しむなお本調査は来年度以降も引続き尾崎

地先について実施する予定である。本年度調査に当り、魚礁利用if..~（楽の実態を把慢するために

は地元漁栄者からぬ菜の実践をきくとともに、組合から漁盤高を報告させ、また地元漁船によ

る潟獲調査を行った。さらに自然的環境をみるために、海洋観測を行い、またアクアラ γグを

使用して実itllに潜水調査をするほか、生物学的な各訟の調査を実施した。

なお木市id査の参考として近隣の岬町淡輪及び深日地先漁場における漁場調査を一部実抱しTこ。

これらの調査を表記すれば次のとおりであるo

調査項目 時 期 方 法

海津調産
3 2年 魚礁設置カ所周辺の海洋‘気象状況を毎月観測するほかプラ

6～1 2月
'/ pト＇／.ぺ γ トス等の生物の分布状態を調査するo

潜水夫或はアクアラ γグ潜水によりコソクリートプロックの

潜水調査 6.9.10月 沈設状態、魚族の集遊状況等の観察並に着生生物の採集をす

る。

漁獲調査 10 月
設置魚総周辺において実地に釣漁業を行わせ漁獲量、魚回、

漁獲努力及びこれら魚族の胃の内容物等を調査する。

利用状況調査 6-10.12月 漁業協同組合において間取るo
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調査項目 時期 方 法

漁獲高報告｜毎 月
魚礁利用潟業の機業種別、魚種別機獲量を組合より報告せし

めるo

調査結果

1 .自然的環境

尾崎地先には、投石、沈船及びコンクリートプロック等によって造成された通称「沖の

塚」 「地の塚J「御坊の塚Jと呼ばれる 5魚礁があり、 29年以降さらにこれにコンクリ

ートプロックが加えられている。 32年度には新たに岸寄りに新魚礁が殺置されTこ。

尾崎魚礁の自然的環境を附近1.2Km2について調査した結果は次のとおりであるo

｛工｝海底の形状

18 ~ .,_ 北部地域においては気配一一・の誌な傾斜をI.（ しているが、その他の地誠においては1000 

ーし程度の緩慢な傾斜で沖合，，このびてし、る。（第1図参照〉1000 

伺底 質

海岸線附近l土砂質であるが沖合に至るに従い砂様質のとこるが多くなる。魚磁設置場

所附近は少主i：の貝殻を含む砂際貿であるが、北部沖合は泥質であるQ 4地点における：志

賀の粒子組成は第 1表のとおりである。

第1表底質粒子組成

（噛 2 3 4 5 M 

磁 大 砂 中 砂 砂 細 砂 泥

0 % 4.01% 12.98% 59 • 7 8% 1 2. 44 96 1 O • 7 296 

2 28.27 5. 1 7 9.56 18. 00 15 .92 2 3. 08 

3 4 . 1 4 4 • 1 2 8. 9 2 23.96 1 7 . 12 4 1 , 7 4 

6 42.16 1 6 • 6 1 15. 0 6 13.42 3.13 9. 6 2 

（註〉資料はエクマ γ ．パージ採泥器により拐寂しTこ。

回プラ γクト γ

全般的にみれば、植物性のものがその過半を占め、動物性のものは少し、。これを箇別

にみれば、植物性のものには、 Chaetoceros属がとくに多いが、その他のものは

少く、動物性にあっては Noc色11uca属がやや多いoなお、これらの出現は春期にお

-94一
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第 1図 尾崎地先漁場図
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ける一般的な現象である。プラ γクトンの組成及び廷は第2、第5表のとおりである。

第2表プラ Y クト Y組成 ( 6月20日実施〉

C辰lh吉白色一。。一。r旦OS型空
2 3 4 5 6 7 8 9 

＋＋＋ ＋→→ 十←＋ 一 一 十→ート ＋ 十 →→＋ 

Stephanopy.x1s ＋＋  

As ter1onella ＋＋  ＋＋  ＋＋  一 一 ＋ 一 ＋十

Thu.lass 1onema 一 一 一 一
Rh1zosolon1a ＋ ＋ 一 一 一 一 一 一 十

Skeletonema 一 一 一
N1tzsch1u 一 一 一 、‘
Eucamp1a 一 一
D1tylum 一 一 一 一 十 一
Cosc1nodlscus 一 一 一 一 ＋十 一 一 一
B1ddulph1n 一 一 一
Hom1aulus 一 一 一 一 一 一
Ba.a terlas trum 一 一 一 一 一
D1c tyocha 一
Coru.tlum 一 一 十 一 一 一 一 ＋ 

Per1d1n1um 一 一 一 一
Noctlluca 一 一 一 ＋ ＋＋  ＋ 十＋ ＋＋  十

T in t 1 nn o p s 1 s 一 一 イー 一 十 ＋ ’町

、ー
Par ac al u.n us 一 一 一 ＋‘ 一 一 一 一 一
O!thona 一 一 ＋ 一 一 一 一 一
Cale.nus 一 一 一
Co戸，p::d.1nnUpl1u.s 一 一 一 ＋ 一 一 一 一 一
Polycnae ta la.I'Vu. 、~.＇

一
j SY n oh a c t a. 一 一
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第 5表 プラソグト γの量（沈澱量） 単価 F 関／ma

観測地点 2 3 4 5 6 7 8 ヲ

沈澱量 40.2 1 4. 4 1 4. 7 9. 3 4. 5 9. 4 9. 7 6. 2 1 8. 2 

OV）ベ γ トス

多毛類に属するものが大部分を占め、貝類がこれに次ぎ、甲殻類は少い。

その組成を示せば、第 4表のとおりである。

第 4表 ベ γ トス組成

鋭ぬた4空一 多毛類 甲殻類 貝 類 その他

1 1 9 2 5 ー

2 3 4 ν 5 ー

ろ 7 。 ー

4 ー ー ー ー
．←  

5 ー 一 一 ー

6 5 。 4 2 

（註） エクマ Y.パージ探泥穏により採取した偲体数

(v) 水温と塩素萱

河査i待（ 6月20日） の水？以子布：・d:'みると、戸川、民間ともおたえ工：＇.Jiく沖合：こ向って

低くなり、表風土底w1に比して平均2.8°C向く叱っている。

塩素量については、表層ではおよ手より沖合；こ向うて武広；こ7~＼i去の i冨自立・示してい之， /J：、

底層部においては複雑な分布を示し（ 1 8 弘前後）、細沖合に異常な働球塊が

あっ？こ宮 しかしー妓に表層より底層が高訴である。 この観測結果は、第5表に示した。

なお「沖の塚j魚礁における表層水温は 8月において最も高く、 2 7 • 1・Cを示し、

この時底層との差は 3.6・cであった． また6月、 8月以外の各月においては、表層、

底層の差はほとんどみられない。

表のとおりである。

「沖の塚jにおける月別観測結果は、第2図及び第6
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第 5表観測結果 第2図月別の水温変化

観測l I 水 温 塩素量 i i ・－－－・一一表層－－－ x－－－ 底層

地点I'J '-~ l表層Ism層｜底層｜表層Is噌｜底層 i・c 

1 I J.r I二cI ~cl 23:fl11す｜竺41s~0t'

F

同
v

，。

ulげ

2 

3 

6-7 24.5 - 118 .23 - I 20.2 

9コ23:; I川 2担
4 

7 川市.2

- 116.8'1 

-I 21 . s !11 . is I ・一戸ヰ勾
2叫川｜川3117-63118・231

一l2川川31 一i川3

一｜川川｜一！1司
@ 23-7 

第 6表 「沖の塚J月別問1f辺結果

25 

、.. 

j ' 「
7 8・9 10 11 12 月

ご；~1~主：j 一一一同匝；i8. 4 9 • 12 1 0・2 I 

一
12-1 sl 12-55 12-40 

一寸

水
表 層 23.5 24.4 22,5 1 9 • 6 

温 5 m j百 22.6 : 2 6 . 7 24.3 22 • 2 一 1-4 . 9 

’C 
底 回 22. 6 2 3. 5 2 4. 5 2 2. 4 1 9. 5 14・4 l 
表 府 8 • 1 8-2 8. 2 8, 5 8. 3 8. 4 

PH  5 m 層 s.o 8.2 8,2 8. 4 一 8-4 

底 思 8. 3 8. 2 8. 2 8. 4 8.4 8. 4 

表 間 17.55 16. 24 1 7 • 6 2 1 6 • 41 1 7・51 : 1 7・67 I 

5 m 府 17.74 16. 2 4 1 7 • 6 2 1 6. 6 2 一 1 7 • 6 7 

,9量4。底 府 I 17・87 1 7 • 6 7 1 7. 77 16 , 6 9 1 7 • 51 1 7. 7 1 
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－守



言百一～l旦 7. 5 8. 4 9. 1 2 10 • 2 1 1・4 1 2 • 11 

時 間 1 2竺15分 1 2-55 1 2-40 1 2-15 12-10 1 2-20 

水 深 Ill 7 7 7 7 7 7 

海 波 浪 3 。
ウ 不 リ 。 。 。 。 。 。

況 IX 色 4 5 4 9 8 10 

透明度 m 2 . 1 4 .s 4. 5 一 3. 2 3.3 
ドーー・一

気 温 ・c 25.6 30.9 26, 5 25-8 2 0 • 0 1 2 .3 

気 風 向 w SW 一 w NW w 

風 力 2 。 1 

－：：耳; 盆 1 0 8 4 3 10 。
象 天 侯 。 C b C be  C b 

弓4 形 Cu Cu cu-s色 C1-S Cu 一

｜汚クトン"./ 沈殿泣cc/m3 一 9. 3 2. 3 2. 7 4 • 3 5. 4 

・4・‘

主辻尾崎f!A礁周辺の環境について述べたが、近接魚礁として淡輪‘深白地広を調査したと

ころ、海底地形について尾崎が遠浅の砂般質であるのに対・し他は急深であり、底質は淡輪

砂綴質、深日砂泥質になっている。またプランクト Yは三地区とも全般にIi¥現短類が多く、

とくに Chaotoceros ,Asterlonell a 等が多し、。

ベントスについては！同体総数において深日地区が最も多く、尾崎地区がこれに次いでお

ともに多毛類が多し、。り、

2. 沈

--
況

「地の塚Jにおける魚礁は、古い投石上に密に沈設せられていて、戦前沈設されたコシク

リートプロック（第4図〉と 29年度以降沈設されたものとが入り混じり、南北に帯状に鹿

置されて良好な魚礁を形成している。然しながら．各プロックが二重三重にかさなったもの

状設

－－

J
与

いるものも見られなかっTこ。なお、附近の底質は貝殻混りの砂際質であるo

「御坊の塚jは戦前のプロックも投石もなく、新しし、プロックのみで広い間隔て散在L..沈

設偶数も「地の塚」に比して少し、。

「沖の塚」については潜水観察しなかったので詳細は明らかでない。

-99ー

コYクリートプロックの破損したものや、埋没してはあまり見受けられなかっTこ。さらに、



第 5図枕設状態（地の塚）

第4図旧型（戦前）

コンクリートプロック

3.着生生物

なお、近接の淡輪、深日両魚礁の沈設状態をみ

ると、淡輪魚礁では附近の底質は砂磁で、コンク

リートプロックは 6～10個密集して配置された

箇所もあるが、全般的には 2～4mの！間隔で散在

し、埋没沈下したものや破損したものは見受けな

かっT九

深日魚礁では、附近の底質は砂泥で、コ γクリ

ートプロックはその上国を歩行できる程度に密な

部分や二層に重なったところもあって、比絞的密

集して配置され、若干破損したものも見受けt:...,

着生している生物：主プジツボ類が最も多く、コンクリートプロツグの殆んど全壁面を 2～

6CTJZの厚みでおおい、これらの殻上や！日！隙にはホヤ類、多毛類、二枚貝類などに局する4也

生物が生息しており、その箇煩及び個体数iま第7表のとおりである。

第 7表魚礁の若生生物

主設をき (1) (2) (3) (4) 計 備 安J 

フジツポ類 優占種 全左 全左 全左 2～3種類

ホヤ類 1 6 2 7 2 7 5 7 5 マポヤ、エポヤ等4～5種類

多毛類 9 0 5 5 1 1 2 1 8 275 

巻貝類 2 5 1 6 1 4 1 0 6 5 イラ等ポニ・ン1、0積ヒ額ラ位フネカ’イ、 ヤグシマダカ

二枚貝類 5 1 8 2 1 2 0 100 マガヰミムラサキイカ吋等 7種類位

小型カニ類 5 6 9 3 4 9・ 108 

小型エピ類 ー ー 2 ー 2 

ヤドカリ類 ー ー ー

ヒトデ類 2 5 2 ー ヲ 4 種類位

-100・ー
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ム会

言＼点空空号 (1) (2) (3) (4) 計 備 考・

ウユ類 一 一 一

海藻類 一 一 一 16 16 サキフ’トミI比ザナタγサ等

不 明 2 一 一 3 

（註） 1.上記はクワードラード採集網によりコソクリートの壁面3ocm卒方を定量拐さ詰し

た個体数である。

ー

2. フジツポ類は採集のとき殻を破嬢したものが多いので、倒体数は算出できなかっ

たo また一方、抑獲された魚煩の一部について、その同の内容物を調べたところ、

第8表に示すとおりこれらの小型生物の摂取されているのを認めた。

第 8表漁獲された魚類の同の内容物

魚 怪 関 の内 廿，戸回 物

ス ズ キ 小エピ

ク ロ タ イ 二枚貝、推カニ、フジツポ、ヒトデ、小エピ
－．ー

=¥!. シ〆 J、 タ！ 小エピ．稚カニ

ス！ 二枚貝、多毛湖、小エピ
ー

キ

ウニ

ヒ メ ヂ 小エピ

7 1ノ 小エピ

コ チ 小エピ、推カニ、二枚貝、払：文、小石
・－

→Jー ノミ フ グ 稚魚

ネズミゴチ 巻貝‘二枚貝

メ ノ、． ノレ 稚カニ

ショウサイフグ 稚魚

．マ タ． イ 小エピ、ウニ、多毛類、フジツポ‘ホヤ類

イトヒキアジ イカの稚魚

カ ．マ ス 不 明

キ ユウセン 不 明

以上の結果は、魚

礁に着生する餌料生

物が魚類を集め、と

どめおくのに効来が

あると思われ、今後

魚臨付近の魚類の摂－

餌内容を継続調査す

ることにより史．に明

らかにし｛与るものと

考えられるo

たお、近接の淡輪．

深日両魚巨≪tの芳生生

物は尾崎でみられた

小型エヒ類、ヤドカ

リ類及びウニ類がな

く．深日には多毛類

もみられなかっむ

｜カ ワ ハ ギ 不 明 しかし淡輪には他

にみられないワカメ（註〉 小エピ中には釣餌（エピ〉も合まれる。

-1. O 1- ． ．・．.，・



が着生してL、ずこ0

4.集遊魚族

魚照子付近に集遊する魚族は潜水観察、漁業協同組合の報告などにより 26極が認められた

が、実際にはこれをかなり上回る魚箇が集っているのではないかと思われる。調査の結果明

らかとなった魚傾を示せば次のとおりであるo

（工）潜水観察により認められたものは、メバル．アイナメ、カレイ、キユウセ γ．アジ‘ク

ロダイの 6fiTIで、

（立）漁菜協同組合からの魚礁利用状況報告及び附収りによると、マダイ‘クロダイ．スズキ、

ポラ．メバル、キジハ夕、アイゴ．コノシロ．カレイ、カワハギ、キス、コチ、エソ、キ

ユウセン‘ネスミコ．チ、イカ、の 16箇が数えられ、

(ID) 一本釣による漁獲調査では、マダイ、クロダイ、スズキ、アジ‘イトヒキアジ、サノ之、

． 

カマス‘キジハ夕、ヒメジ、エソ、イサキ、キス、クラカケギス、メバル、カワハギ、コ

チ、ネズミゴチ．マコガレイ、サパフグ、ショウサイフグ、キユウセ Yの21簡が認めら

れTこ。なお、これら魚類の全長．体重を測定したとこ石、第？表のとおりであり、スズキ、

クロダイ、キジハ夕、カワハギ、メバル等t幻虎魚とみられるが、マダイ、アジ等は当才稚

魚であった。また魚礁のみで漁獲されるものはスズキ、クロダイ、マダイ、キジハ夕、カ

ワハギ．メバルである。

5.利用状況
第？表漁獲魚類の全長と体重

（工）魚緩和j舟漁業の依在度

魚 間 ｜測定数 i全 長 体 重 尾崎地区においては、

・マ ダ ィ！ 3 1尾！ 11～17cm 30～ 9 0 gr- イワシ巾着網．小型桟船
ー一

タ ロ ダイ！ 8 23、"28 180～340 底曳網漁菜が主なもので

ス ズ キ 5 40～49 510～810 あり、漁民総数は15 6 

2 12～1 3 10～ 12 名である。そのうち主と
ーー

イトヒキアジ！ 7 15～26 80～230 して魚礁を利用している
ー一サ J、－ 1 25 90 ものは、事j網一本釣の漁

カ 『才 ス 2 1 9～22 60～ 7 () 民56名（ 36%）で、

キ シ－’ J、 ~ 1 2 1 7-1. 3 70～140 漁船数においては、総数

ヒ メ てノ 5 10、-12 10～ 1 2 8 2隻のうち半数の41 
、J 7 30～36 180～30 0 隻（動力20、無動力

-102-
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4・ー

魚種 測定数

イサキ 1尾

キス 5 5 

クラカケギス 4 0 

メ J之 JL, 2 

カワハギ 1 4 

コチ 4 

ネズミゴチ 2 

マコガレイ

サパ フ ク 3 

ショウサイフグ ，ι 、

キユウセン！ 2 5 
一一

3月 4

全長

8 cm 

1 2～QO 

7～16 

1 8～26 

11～1 7 

34～46 

21 

24 

20～23 

21～22 

1 2～を O

5 6 

2 1 ）が利用している。

伺漁 期

30 

170 

170、'20 0 

一

刺網？魚業者が魚伎を利

用するのは主としてき～

8月の問で. 9月以降は

カニ市j締約楽に出治ナるo

一本釣ぬ菜者は. 4～11 

月の！日j魚般に出漁し、そ

のうち常時利用するもの

は「大もの釣」が主で．

その他は「小もの釣」と

して遊紛楽的隙してい

160～180 

20～1 00 

心。

7 8 9 1 0 ・I1 1 2 2 3 

刺網イ 宇 魚峨利用一一一一一--x一一一カニ一件ー底曳乗子一→
刺網 網修思！

〈子 ー魚隙利用一一一一ーや
一本釣（

←一一一一一ータコ釣、タコつぽ

価操来状況

イ．市j 網

X イイ夕、、
つぼ

網は通常 1隻 10 Of巴（ H巴 1m×2am）を使用し、適当な長さに連結して数列に

投入するo魚線上では他の網と重複交叉して投入する場合も多く、主としてクロダイ、

キジハ夕、メパル、スズキ等をぬ獲する。そのほかカレイ．イカ．カワハギ、アイゴ、

カサゴ等は魚鳴附近で魚獲される。投網は最多時1日5回である。

ロ．一本釣

前記の「大もの釣」は通常竹学3本（ sm2 .1.sm1 鈎各1）を用い、税とから

流し釣〈餌は活エピ〉をするo操業時間は 1日10時間前後で、魚極は刺網の場合と問

機である。遊魚船は岸より魚礁に至る間で手釣によることが多く、主としてキス、キユ

ウセ Y、ハゼ、ネズミゴチを潟獲してしも。 30年以来漁業協同組合が遊漁客をあっせ

-1 O 3-
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淡輪地先漁場図

第1表－ 1 観測結果

！観地 測点
水 温

水深
底層表層 sm層

思 ・c ・c ・c 
4 • 8 25.3 一 22.0 

2 22 • 9 一 21 • 4 

3 10. 8 24. 4 2 1 . 0 21 • O 

4 3. 7 24.7 一 2 2 • 6 

5 6.5 2 3. 4 2 1 • 8 2 1 • 8 

6 11 • O 25.3 21 • 2 21 • 2 

7 4.9 24.2 一 22. 5 

-1 0 5一

' ¥ 、

． 

＼ 
‘、

塩

表層

vもQ

18 • 08 

1 8・67

一
17.78 

1 8. 0 8 

18. 2 3 

1 7. 9 3 

． 
素 量

sm周 l底層

o~o C.l~O 

一 18. 6 7 

一 18.08 

1 8. 82 1 8. 67 

-I 1 s・45 

1 8. 6 7 18.08 

18.98 18.98 
一

一 18.45 

、.. 



塩素量 i
I I 

1観測り 』士

1~G－γ 
混水

地点！ J、 *・ 
層 5m周（底周｜表

・c I ・c
21.0 I 21.3 

層 Is m日~1

！摘｜観測 月

・c 
22.9 

2 3. 8 

日

；要｜天侯

第 1表－2

2 1 • 2 

6月19日

be 

21 • O 

。!,k)o
18.38 

1s.os 

。y6o
1 8. 8 2 

18.82 

o/fx> 
18.25 

19.72 

124 －－~：引 1~ l 1r; I t; I 0~0 I 

~J~＝：~11竺~~~~i:!~~－~~l却さ：：：ご l －~~~3.は：＿~；」
1--~ J 9 ：＿~！一＝－~－l~ι上！？？！
i ; ~ ! 1二；：：：：（二：：J4~
（一i汁12-:0t一－2・

’ ！－←－一－寸一－－一一一ア一一一一一一←一
｜摘 i観測 1月日 9月2η 日

！…｜天 i侯 C

I l風向 NN E 
｜波｜浪 1

要｜｜

第2表 底質粒子組成

~、 一一 一一 一一一一一一一一一一， ' 一寸一一 一寸一一一一一一－1－ー一ー一一一一一ml、、＼ー締番号！ 1)  2 ! 3 ! 4 I 5 /Mi  l包測献金対礎げ砂川砂！小砂川トヮτ－－・i
I. 2 i 961 961 96! 961 961 96 I j41.72 !4o.ss I 7・80 ( 2・56 ; 1 • 1 9 ! 6 • 1 5 
I 3 I 32・98一弓Z三9115.79 111.11 l 3・12 日正－：11

（註〉 地点2・5以外は貝殻を含む砂様質のため採泥できなかった。
-10 6-
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第5表プラ Yクト Y組成 (6月19日実路〉

一一ー一－~J ! 2 3 4 I 5 ! 6 8 ？ 
－一一」ー－ー司ーー・ーーーーー

Chu.e to cero.s ＋ ＋ ＋ ＋＋ 十＋ 十 寸ー ＋十 十＋

Aater1onella 一 寸－ ＋＋ 一 十 ＋ 十＋ ＋＋ 

Thala.s.s1onemu. 一
Rh1zosolen1a 一 一 一 一 一 一 一
Skeleton em a 一一 一一 一一 一一 一一

I N1tzsch1t1. 一 一 一 一 一 ＋ 一 一
Euc ump1a 一 一 一 一
D1tylum 一 一 一 一

司・・E Cosc1nodlscus ぃI-I + 一 一 一 一 一
Hem 1aulus 一
Buctor1astrum 一 一

－－轟ーーー－ー『H・・司． 一一－

: 1 er a色1um
一 一 一 一 一

erld1n1um 

上一 ーー
υC t1lucu. 一 一 一 ＋ 一 一

ーー
1nt1nnops1s ＋ 一 一

Copepodu ＋ ＋ 一 ＋（＋  一 一
Copopode. naupllus ＋ 一 ＋ 一
Polychaota larva 一

十一Synchaeta 一一面臨

第4表ベY トλ組成

陶磁＼｜多毛類 甲殻類 b貝類｜袖 観測地点 ｜多額！甲殻類！貝類 その他｜

3 1 。 6 4 I 。 8 

2 8 3 ι 。 7 3 

3 4 。 8 3 I 2 。
4 。 。 1 。 ？ 。 。
5 4 2 4 2 

〈註〉 エクマ γ ．パージ採泥器による採取数

-1 O 7一
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第5表着生生物
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第1表 観測結果

i草創水深｜ム 温 塩 素

主底層二1｜ 底層 Ii表層sm層 sm層

。C 。C ・c o/fu 。y6o 0/b') 
21.6 一 21.0 18-98 一 18.皮

2 9 .5 I 忽 .6 20.9 21.0 18-23 18.67 18.23 
ー

3 11.6 23.2 21.0 20.9 17.03 18 -67 19 .13 

4 8 .0 21.s 一 20.8 18-67 一 18 .os 

5 9.2 22.2 一 20-8 18-38 一 18.38 

6 12.0 忽 .7 21.0 21. 5 18-08 18.67 18,67 

7 22.0 一 21.0 18,98 一 19.13 
4副院‘

8 9.0 21.5 20.7 21.0 18.67 18°98 18-23 

？ 21.8 20.9 21 .2 18-67 18-23 18.82 

観測月 日 6月20日

摘
天 侯 。
風 向 s 

要 波 浪

色 6 

第2表 底資粒子組成

All』

『~［ミ1糊二＼＼ご鋳亙番号杢！ 
2 3 4 5 M 

l大砂
ー一ー一

礁 中砂 小砂 細砂 泥

2 % % % % % % 
6 . 14 4. 0_3 4 . 3 1 4 0. 47 25-40 1 9. 65 

3 1. 58 0. 6 2 1. 50 8. 44 28. 16 59.70 

4 0.46 1 • 4 3 3-40130・47 27.03 3 7 • 2 1 

5 2. 37 o.sa 2.04 40. 4 7 18. 93 3 5 • 61 
一 』一・ー－－ー一一ーー司圃圃

6 。 。 。1 2. 06 18.92 69,02 

7 1 2 • 99 1 • 9 8 3 .a o 45イ02 22 • 03 1 4. 1 8 

9 。2. 29 3. 14 30.82 11 • 2 2 5 2 .9 3 
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第 3表プラ Yクト γ組成 ( 6月19日実施〉
「ζ 二二二二二二 観測地点 2 i 3 6 i z I 8 9 

Chaetoceros 十 ＋ ＋ ＋＋！ ＋ ＋ 十＋ ＋ 噛固・ー・ー ー－
AS色er1onella ＋ ＋＋ ＋ ＋ 一 ＋＋！＋ 十＋

Thalass1onema 

一1ー一オ一丁←；寸十二一一

一
Rh1zo sol en1a 一 一 ＋ 一
Ske l・e tone ma 一一 一一 一一
N1tzac.h~a 一 一 － － 十－ 一 一
Eucamp1a 

D1 tyl um 一 一 一 一 一
Cosc1nodlscus 一 一｜十＋ 一 一。

B1ddulph1a 
一
Hem1a.ulus 一 一
Bae te r 1 as trum 一 - I + 
Cera.tlum 一 一 一一
Noct!luca 一 一 ＋ 十 十十
T1n色1nnops1a 一 一 一
Par a ca. l an us 

01 thona 十 ＋ 一 ＋ 一 一
Cal anus 

一
Copepodu. naupl lus 

一十一
一 一 一

Polychaeta larva 
一

Synoha.o色a 一 一 一
（謎〉 地点4は欠測

第 4表ベY トス組成
ー～～、 I • ! ; Ii～、『』！

日必j多毛利甲殻類｜矧iその他｜観測材、j多顎i甲殻類r；；戸両
7 1 5 6 6 3 2 1 

2 3 9 2 3 。 7 ？ 2 1 7 

3 5 0 ~ 8 3 1 9 。
ヰ 3 7 5 7 。 ヲ 1 8 1 0 2 。
s 1 9 3 。｜

（註）エタマ－：／ .パージ採泥器による採取数

-11 o-
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第5表着生生物

ヨ阻ト＼頚＼‘--1!羽貴きそ I 
I 

(1) (2) (3) 

フ ジツポ類｜優占僅 優占箇 優占箇 優占種 優占盛

ホ ヤ す十 74 1 
6 9 6 3 3 0 0 

！巻
毛 一 一一
貝 類 4 I s I s I 

一 枚 民 類 s I 5 I s I 3 

小型カニ類 4 I 9 I 4 

小型エピ類 l

：卜：｜ 一十一一一
｜ヤ ドカ リ類 一 一一

ト プ． 類
- 2 i -1 -1_j -- 4 

ウ ーー 類

海 藻 なi -I 1 I 1下
i不 明 一

要 約

(1) コγクリートプロックは砂質の海底へ直接沈めるよりも投石等の上へ沈設する方が、空間

多く埋没しない等の利点がある。

(2) コγクリートプロックを沈設して、 1カ年後には全面が着生生物とくにフジツポ、ホヤ等

お によ‘っておおわれ、古いものと全く区別できない状態となる。

(3）魚樵附近における集遊魚族は多いが、魚除を離れてはみられないものと、他の場所にもみ

られるものとが区別せられ、魚様だけに集るものは概して経済的価値が高L、。

(4) コYクリートプロックの着生生物と集遊魚の胃の内容物とは同極狽のものが多く魚慌に着

生する生物の餌科的な効果も考えられるo

(5) 過去 5カ年の漁獲高をみると魚礁利用糠菜の年間給漁獲高は年によって出撫回数に変動が

あって、一定の傾向は認め難いが、 1隻1日当りの単位漁獲量は増加の傾向を示している土

（担当野中貞．宮本勝俳．渡辺道郎．堀口修〉
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参 考 文 献

大島泰雄 築磯について、水産増殖叢書#o4, 1 9 5 4 

日下部台次郎 人工築磯による治岸漁業の振興、水産研究誌 Vol• 31 

#o4 , 5 , 1 9 3 6 

山口県内海水産試験場 山口県内海水産試験場調査研究業績 Vol. 9 

#o1 , 1 9 5 7 

4 ) 水 産 庁 浅海増殖開発事菜及び向車莱効果調査報告白（魚礁設置事業〉

1 9 5 6 

（附〉 魚隙設置事菜概要

（工） 過去4カ平における地先別魚雌実施量

市e

「「ご～＼ • , ; I ・ I 
I ～～ ! 2 9年度 l3 0年度 i3 1年度 I3 2年度｜ 計 l i 所＼～、色 iι ，民 I I ! I I 
I T I l I I I 

1貝塚市脇浜地先海商i 80個 i 一例 l ー伺 i 一倒 1 801国i
I l ↓ー一一斗－ l ト一一一一－」i泉南部田戸プ79 0 !_~ 7 l 113 i 1 ~--:i·－「つ34
I " 泉南町岡蹴 H I -I -I -i 11s I 11s 

i南海 町 酌 で
ι II H 恥 T-i ,o「「；；－下寸 1 7 0 

i 120 I 80 ¥ 100 I 
H 岬町淡輪 グ 120 i 100 220 

争、

II ／／渓B II 80下；~－ 1 , 02 I 28 2 

II II多奈川谷川 II 40 100 102 104 

II II II 2ト誌 II 80 100 1 0 2 104 

計 650 846 6 44 627 ・2, 76 7 

一J.l 2-



(2）魚総．築磯事業実抱個所一覧表

司r/,r

、~

例

0 29年度コンクリートプロック魚除

。3 0年度 II 

回 31年度 II 

図 32年度 II 

6 32年度投石築磯

-113-:-
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煮干鯛油焼防止試験

昨年度2・6デテルトプチールパラクレゾール（ BHT）の煮刊皇の酸化防止の効果が期待出

来たので更にこれを継続すると共に他の問問類のプチルヒドロオキシアニゾール（ BHA）につ

いて試験した。

試験概要

1 .期 181

3 2年 8月～ 10月

2.原料

巾着網で漁，箆されたカタクチイワシ

3. 試験方法
1 1 1 

BHA及びBH Tを原料魚に対し、 仁百窃 5,000而：百JO設を単独又は併用することとし、

BH A、 BH Tは水に難溶であるので煮熱波（ 5 ..e）に加える時、そのまふ投入するものと、

アルコールに溶解せしめて混和するものとに区分した。

製了後は肉眼観察を行うと共に一部については魚体から抽出した脂肪について、酸価、酸化

酸の測定を行った。なお随時入手出来たカタクチイワシの脂肪含有設の測定も実施した。

結果及びラ診察

実験 1• 

ー

供試原料魚の大きさは平均体長7・8cmで脂肪含有査は 11パ2%（無水物として35・84_.. 

%）である。 2日で干上げ 3日目から肉眼観察を行ったが、その結呆は沙誌のとおりであるo

実験 1•. 肉限停；祭及び脂肪含有；li1:測定表

、明，.. J経言2品語円本e 作 品I8fs需四点 ！与21B1目円 ！月281日7目日） 粗脂
砕無物と現水しr1 

短色沢佐｜色沢短色沢 短色沢 短色沢 肪96

BHA io8on 7 
全体として

2 全体に
全黄体禍に色 1全体に 1 I錦に

デ／1,;::i－；凶こ溶解． 号本淡黄色 淡黄色 黄褐色 資褐色
29.97 33.04 

のア~割：合~，~で;r1i基盤 3 警再；~線波醍
2 全上 1 全上 3 全上 2 全上 29.10 32.21 

開，：~レ合コA1セ＇.，Bに~J溶＇1~6解〉 6 全上 3 全体に
全上 全上 全上 一 一黄色

ー・ 11』ーー



4・

髄 8(1/s¥f¥ 8~8もBJ': ( I] JJちげ21B1/) t¥¥11) urn旨

！齢｜厚色沢 程色沢 短色沢 復色沢 程色沢
肪%

7論）l之T錯,IL、，1誤容曙L隼 s ＼＇轍 3 
全体に 全体に 全体に

4 濃全体樹に高色黄色 2 資褐色 3 黄禍色 28.46 31.69 

BHA l 全上
全体に

1 全上 1 全 上 1全体に
2 淡黄色 一 一

10000 賀補色

BのH割A?..合；Bでf耐T.1「｛ 全上 全黄体に色 2 全上 全 上
全体に

2 3 2 3 澄褐色 一 一

q亘割弘合1モ；：；ザ~ー0 全上 全体に 全上 全上
全体に

4 淡黄色
2 2 賞褐色 一 一

対照品
全体とし

全体武樋に色
全体に 全体に 全体に

8 て淡黄色 4 3 鐙褐色 4 浪燈禍色 4 濃密褐色 ~.日 32.66 

備考 脂肪量測定は乾操完了時

前表の肉眼鏡祭によると、対照品と比絞して差は著しくはないが、 20目前後の泊錫坊止

効果は認められる。 BHA.BHTを併用した符欲はでていないが BH Aの方がやL勝っ

ているように伺える。叉薬剤をアルコールiこ溶ITT-して使用すると混合は早いが、そのまま投

入しても徐々に溶解もするし魚体を入れたあとまです容けずに残ることはなく製品の差も特に

羽われていなし、。

実験 2.

供試原料魚の大きさは平均体長8.5cmで陀肪含有益は 14.s6 C無水物として 42・47

%）である、薬剤は煮え為波によく混和せしめるためアルコーノレに溶解して使用した‘干上げ

.;Jr. 後は肉iiR伺察とエーテル拍日泊の！コ｛師、 a.>::r.;zの測定を行い、 i古来は次のとおりである。

宍政2. 肉1え：；：お及び脂肪－令ざ了D:r.1芝表

~ミご経泊日決 ヲ月3日Ce日目） ヲ汀1'1日（ 16日目： ？月17日℃22日目－〕4粗脂肪
無H主l；占1＜亡ヴ；主t 

月ら品2 伺祭項目 退色沢 Eむi~ 佑〕潤ν、 経色沢 ？ゴ

BHA s-du百 ト間全体色．と，1·~~1l：戸r斗3 戸i:.体におる色 金利’こ貰お色 29.88 34.03 

ま弘1;BB1'1<GJ;~除ロで」-doo 2 全上 4 全上 全上一

BHT sJoo 61盃W広こよKザLねnとTつ〈 6 f；体；こ笠褐色 巨主体おに澄渇色 2 8. 1 7 33 • 28 

BHT 
10~00 3 主災体色ι土し2てB't淡？包 1ム尽にZ守昂色 1 全r~~こ宍掲色 一

BHT 
l~CO 5 ぼね｛）をてえ5色料 28°86 35. 9 4 

対 照 ロtコロ 4 全体に黄色 2
二.f.；斗こぷ一一一一-r ーー一一一ーーー

29.57 35.13 

備考 脂肪量測定は乾燥完了時
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実験2. 抽出油の酸価、酸化酸
酸価、酸化酸結果ヵ.＿，.、ム

BHA so~ BHT_L I BHA1;:T1 
BH  Aが勝っているようで

5000 対照品
ある0 B H Tは薬剤濃度を

酸 価｜ 24‘9 36. 4 24. '6 27.2 増しでも対照品と差は認め

酸イ峨96I 7.08 9.60 10.22 られず効果は前向機BHA 

に劣るようであるo なお、

総体的に薬剤の効果が少なかったことは、魚の脂肪量が多いため煮熟時の浮上泊中に薬剤が

吸着されて肉中の脂肪えの浸透が不充分なためではなし、かと想定されるo即ち実験1では 8

日目以後の肉眼観察でも対照品との差カ潟められるのに対し、．実験2.に於ては対照品との

差は認められず、脂肪盆・11.12%と14.5696の差によるものと考えられる。

実験 3.

7月から 10月の問＇こ得た大阪湾のカタクチイワシの粗脂肪含有量は次のとおりである。

カタクチイワシ脂肪含有量 （鮮魚）

l空陸l'd!.i 場

8 • 2 1 ｜尼ザ沖｜ II 8 • 2 1 

8 • 2 7 尼ヶ崎沖 ／／ 8 • 2 7 1 4 . 5 6 

9 • 1 4 甲子園沖 ／／ 9 • 1 4 9 • 8 7 3 4 • 0 4 

1 0 ヲ ｜高石町地曳 II 1 0 • 9 7 • 1 7 2 6 • 1 1 

1 o • 1 s I堺 沖｜ ／／ 1 0 • 1 5 6 • 8 0 

最盛期である 8～9月に脂肪量が最も多くその前後が少なくなっている。

（担当時間博．宮本祐胤

-11 6一
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大阪湾海洋観測

府下沿岸漁業並びに浅海増殖の基礎資料を得るため前年度に引続き府下治岸定点と定置観測

を行った。

観 測定点

定線観測点は32年 1月～6月までは前年と

同じ10定点、 7月から次の 15定点に変更し

て観測を行った。

観測定点表

ー語
観測点 f阜 度 経 度

OS 1 3 4 ° 351 1 211 1 3 5° 2 51 1 2'1 

OS 2 3 4° 3 21 0 511 135°221 so" 

OS 3 34 ° 2 91 0 511 135° 2 11 2 0日

OS 4 3 4 ° 2 6 1 3 OIi 1 3 5° 1 9’1 s" 

OS 5 34°241 0011 135° 161 3011 

OS 6 3 4 ° 2 11 5 811 1 3 5° 1 31 2 4H 

OS 7 34 ° 2 01 3 811 1弓s01 o' 2 s11 

OS 8 34°211 1511 135° 0 81 on 

0 S ヲ 3 4° 2 41 1 511 1 3 5° 111 0 011 

OS 10 3 4 ° 2 71 1 41, 1 3 5° 1 41 0 on 

os11 34° 301 1〔）／／ 13s0111 0011 

os12 3 4 ° 3 31 0 511 13s01 91 s s" 

OS13 34°361 0011 135° 231 0011 

OS 14 3 4° 3 71 4 s,, 1 3 5° 21’2 611 

OS 15 3 4 ° 4 01 4 611 13 5° 2 41 1 011 

『

：＆ 

観 測結果

第 1表定線観測結果

第 2表定置観測結果

（担当者山本憲史）

観測定点図

× 
089 

× 
OEB 

f
’
 

〆

v
仇

ノb－

J
 

ー
／
「
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r~~T~~21~s-;J~:I oss I o川

~1日比三匝吐呈：己主tFr' Fr口！？？
8・？斗玉工工三J土：－：：9---:0 jヲ.7 1-9 ~ 7 L 9 • s I 9・

O;l~ 玉~ア I ｛！＊ιベ：七：計二！万土ご「m:.
1~H~:{ l 16.7乞H五詔τj

←一一一

ι与ト；：子ド言~二吾；二
s . 2 l判二戸てて弓二；；；

来

OS10 

1-1 7 

OS9 

1-1 7 

OS8 

1-1 7 1-17 

087 

結制観線定11!. 第
月

観 点測

月

時
一一一－－1

水！
温

1 7 • 4 4 

8-2 

。

9 , 5 

よ立旦 i

_1_2._旦

浪

9-8 

1 3, 

5 m 

1 0瓜
1 5 m 

塩

素

法

P.H. 

ト一一一l
H
H
∞！ 

｜金石吾川7十三七十一お－－:E←計十i9
天候I C I C I 

星
嵐

風

0
7
0
 

8. 1 

0 

5 

8, 1 

ヶト三1

。
5
一パ一
b

一1

R
J
 

。。波

海

況

5. 2 
b 

0 

b 

0 

b 

0 
日4一一一一←

be  

8 

百三ι一！づ－ ~-11~f-+-- ~ = H；ラー｜

6 
Cu  Cu  Cu  Cu  Cu  

。
6 • 8 

0 

6, 8 

1 • 7 
1 , 1 

N 

7 • 1 
1 • 2 

1 • 2 

N 

9. 2 
1 . 0 
1 • 4 

， 

NE 

1 

E 。

1 • 4 

If, 

8. 0 

0. 8 
日一日一
1. 2 

。

za
一
垂
直
力
一
mm

気

象

竺
∞

量
赴

澱
一
水

羽一判。
タ

也
γ

③
 

ラ

γ

一

プ
ト
一



観 測 点 081 os2 OS3 OS4 0 ss OS6 OS7 oss OS9 0 S旬

月 日 2-22 2-22 2-22 2-22 I 2-22 2-22 2-22 2-22 2-23 2-2 3 

時 分 12-00 12-3 0 10一10 14-0 0 ! 1 3-4η 15-0D 15-30 15-5 0 12-35 12-1 0 
om 7 • 0 6.4 6. 1 凸・8 7 • 1 6. 7 6. 3 7 • 4 8. 2 8. 5 

水 5 m 7.4 7 • 2 6 • 7 7,0 6 ,9 7. 4 7.9 7.6 8 , 1 8. 1 

担 1 0 m 7. 5 7. 3 7 • 7 7,9 8, 0 8,8 
一1 5 m 7 • 4 8,0 a.o 8, 3 

0 Ill 1 3. 77 1 4 • 3 7 1 4. 07 16. 28 16-64 ! 16.39 1 7 . 2 9 1 7. 39 1 7 • 2 9 17, 5 9 
塩 sm 1 6 • 9 4 1 6‘84 1 6 • 2 3 1 6 • 6 9 16.74: 17,04 1 6, 18 17.34 1 7, 6 9 1 7, 6 4 
索 1 D m 17, 39 1 6. 9 9 17, 44 16 • 5 9 17. 54 1 7. 9 9 
量

1 5皿 17 . 6 4 17 • 3 4 17 , 5 9 17 • 1 4 

波 浪 。 。 。 。 。 。 。
海 ウ ネ リ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
況 水 色 5 5 4 4 5 5 6 6 5 5 

透明度 1 , 8 1 • 7 1 . 6 2 , 0 3.0 2 • D 3,8 3. 8 s.2 6 • 4 

天 候 C be be bo bo C C C C C 

気 雲 量 1 D 1 0 1 0 1 0 1 0 8 4 4 6 6 

翼 形 s t s t s i; st ‘ s t ! St－α1 Cu Cu Cu Ou 

風 向 NV/ NW  NW  一 一 。 一 w 

象 民 力 。 。 。 。 。 。
気 温 5 • 2 6, 3 5 , 1 5. 3 5.5 5.3 7. 6 7, 6 15 , 0 1 1 , 7 

, 

．・9戸

む
¥.-

月2 

l

－F

マl

句町

,._ 
－． 



3 月

観 測 点 o s1 OS2 OS3 034 oss OS6 OS7 o sa OS9 .os10 

月 日 3-7 3-7 3-7 3-4 3-4 3-4 3-4 3-4 3-4 3-4 
時 分 11-1 s 11-40 10-30 15ι15 14-55 14-25 13-35 1 3-1 0 12-0 5 11-45 

Om 8,2 a.o 7. 9 9. 3 9,3 10, 5 1 0. 1 9, 7 1 0. 2 1 0 • 9 ;]( sm 7, 6 7 . 3 8-2 8 • 8 8, 3 8,6 8,4 B. 6 1 0. 3 1 0. 3 
温 1 0皿 8. 0 7. 8 8,8 8 • 5 9.0 10. 8 

1 5 m 8 , 0 8, 2 8 • 3 1 0. 2 
盗

om 1 4, 8 3 1 6 • 4 5 1 4 • 6 4 15 • 9 1 1 5 • 5 7 16.60 1 7. 24 1 7. 2 9 1 7, 3 9 1 7, 7 8 
5m 1 6 • 9 5 16,45 1 7 • 3 9 17. 04 1 7. 0 9 1 7 • 2 4 1 7. 2 4 17. 2 9 1 7. 7 3 17,78・素

1 (l m 1 7. 3 9 1 7 . 29 17 • 2 4 1 7 • 2 4 1 7 , 39 1 7 , 9 8 :It 
1sm 1ア.4 9 I I 17.39 1 7. 29 1 7 , 83 
om 8. 0 8,3 8. 1 7. 8 8 . 1 7. 9 a.a 8, D 8. 1 8 • 1 
5lll a.a 7,9 8. 2 8. 2 8.一一0ーー』←1ー s.o 8. 0 8 • 1 8,0 8 , 1 P.H 

8 • 2 
1 0 m 8. 1 7. 9 7. 9 7.9 a.a 
1 5 m 8 . 0 7,9 8. 1 8 • 2 一一波 浪 2 2 2 

海 ウ ネ リ 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
況 色 5 6 5 3 3 3 3 4 5 3 透明度 4. 6 5 • 4 4. 0 3 • 2 3. 6 4 3 5.3 6. 5 5. 2 5. 6 天 候 bo bo be C C C C bo  be be  
気 築 量生 5 4 6 1 0 1 0 1 0 守 7 4 4 書 形 cu Cu Cu Gt-Cu st-CU Dt－じu Cu-st cu-st Cll-st. uu-st 

風 I勾 N N N N N N N N H SW 
象 風 力 2 2 

気 温 8, 0 8,0 8 • 2 1 1 • 5 1 1, 8 1 1 • 8 12 • 0 14 • 0 1 2. 0 1 3. 8 プラ γ ク 沈澱jl:00 5.7 5. 7 1 3. 6 1 . 9 1 2 . D 9. 4 4,5 2,5 4 , 1 1 • B トン f勾 排＊設∞ 2 • 9 3 , 3 3. 8 2 • 7 2 • 8 4. 0 2,4 3. 4 3. 4 2 • 9 

' ). 
， 



4 

観 os1 os 2 日耳F：よ1吾手：；ム仁詩； 
月日！日一 一17I --4可t－＝~－ 16 山川 4-16
時 卦 r，ト日 11 1 5 l ← 2 0 1印 13 55 ! 1山内－30 1 2 1 0 

om 13.4 13.8 13 』 14 6 4-8 14.i一 欠測 13.2 12.D 12・9

水 5m 11・6 1 2・2 l 9弓「？・ 1 1 1 3・3 9.7 10・2- 1 0・o I 9・2 ! 12・0寸! 

置 10m 9.7 I 96  ! 9.0 ! 9.4 9.5 j 戸7「
1 5也 ？ 耳誌1 9. s I Jー~o.o 11・4
om 1516 13 so1,1so1 160811618!1654 1741117・82

場一一－sm- 16・44 16 6・74 ! 15・47 I 11・41・ I 1 7・31 17・51U-7・61 1 8・17 

素 1 Om 1 6・69 17・1S 1 一7一・15 I 「7 4 6 I －「11：－τ -- 18 2 8 

量 』一一 15 m 1 7・05 17.36 17・46 l 18・12 

om s.・4 e.-3 s.2 a.3 8-2 8.1 s.2 8・2 8・2 8・2

sm 8.3 s.2 8-2 a.2 s.2 8.1 8.2 8.1 8.1 8.1 

P.H 1 0 m 8 • 2 ~ • 2 再玉J 8 ・ 1 ~ : __ '. 8 • 2 

1 5 m 8・2 －－ 8パ ト一一 8・1

波浪 1 1 1 1 1 I 1 1 1 

海 ウネリ 0 Q' 1 0 0 0 0 0 1 Q 1 1 

況 「京一色 6 I 1 7 1 1 s 4 s s 4 

透明時度 3.1 3.8 1.8 2・8 2・2 3.6 2.3 2・8 3.3 3.2 

天候 bc I be C be be  be  C c c c 

気 察 量 園町5』調ーー苧ー←I 3 7 3 3 3 10 10 10 10 

震形 Gu Cロ Cu Cu st-Cu st-Cu C u Cu Cu Cu  

風 向 N N 一一一一l「一ー 一 ！ 一 - W W W ! N --

象風力 1 1 1 0 i O O 1 1 1 1 

気 温 18.2 18・2 19.7 19.6 22.5 20.4 欠測 欠測 欠測 欠百一

プヲ γ ク沈澱抵∞ 1.4 10.6 s.2 13.3 12.1 7.3 1a.4 12・7 12.2 3.1 

ト γ ＠ 排水母CCI 1.8 2・1 1 . 9 2・8 2・2 2・5 3 . 3 2・4 2・2 2. 5-
一.....J_一一一二一一一一一一一一ー一一一一一一一一一一一一一一 一一一一 一一

‘a 
ザ

I
F
N
H
i
 

l 



月
一

日記：＇；： t~Jこ fζL~二一
．『

観 測 OS9 0 S1Q 

5-8 5-8 克 5-7 5～7 5-8 

時 丹 15-55 15-28 14-4a 13-52 13-20 1s-25 14-45 14-25 13-25 I 13-10 
om 1 4・4 1 4. 9 14 , 6 15 • 0 1 5 . 1 1 6 • 1 16 . 2 1 6 • 4 1 5 • 4 1 5, 9 

水 「13・9
ー『ーーーーーートー ーーー－一－一一sm 1 2. 8 12 , 6 1兄.5 1 2, 4 1 3 • 1 1 4 . 1 14 , 4 13 , 6 1 4 • 1 

1 2 , 5 1 1 • 8 一一「寸2,6 一－
1 5. 1 温 1 0 m 1 2 • 7 1 3. 8 

・・--一一 1 2 , 1 一 ー一一』ー，ーー司戸苧明ー開園由旬ーーーー」ー『ー『一一一一』ー－1 5 m 1 0, 6 1 2, 8 14 , 8 

塩
om 1 2 • 4 3 12 , 7 3 1 4. 4 6 15. 1 5 「1S:,io・-・ 15 • 2 5 1 5 , 4 9 ！寸s-:sf・-

禁
sm 1 6 , 0 4 15,94 16,63 16,18 16. 6 3 1 6 • 9 3 16 , 5 3 16,93 17 , 0 2 1 7 , 2 7 

量
1 Om 16 , 48 16. 58 16. 7 3 17 . D 7 17 , 2 2 16,7fl 

「寸7,-;-9アー 一一一一ー 一一一1 5 m 16. 7 8 17, 6 2 17. 42 

+--8. 4 8, 3 8,4 om 8,2 8, 2 8,2 8 , 1 8,4 8, 4 8,3 
P,H sm 7 • 9 8. 2 8, 2 8, 2 8. 1 8 • 2 8, 2 8-4 

1 O m 8. 0 一一 8,0 8 • 2 B . 2 下一a:・2-- 8 , 2 
1 5 m 8. 2 8, 2 8. 2 8,3 

波 浪 。。 。 。
海 ウ リ不 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
況 百「←色 5 6 5 5 5 6 6 s 5 4 

透明度 1 • 4 1 • 5 1 , 5 1 • 5 1 ・ 8 3. 0 2 , 9 3. a 2 . 7 2 , 2 
天 1庚 。 。 。

00  bo  I' r 。 C C 
気 霊 室主 1 0 1 0 1 0 1η 1 0 6 6 6 ？ 8 

雲 形 s も s t s t s t s t As  As  As  AB  As  
風 向 E 日胃 w w w SW s s 

象 風 1J 1 。 。
気 温 1 5, 0 1 4 , 8 15, 2 1 4 , 7 1 5 , 8 19 • 2 1 9 • 8 1 9 • a 21 • 5 2 1 • 0 

プラ γ ク 沈澱量00 7 , 2 2 ,8 6 , 7 3 • 3 5. 3 6,0 4,8 3,9 3,3 3 , 7 
トγ ＠ --m水量∞ 2. 8 1 , 4 1 • 5 1 , 9 1 , 8 3,3 2 , 3 2,0 1 . 9 1 • 7 

(l, ,.,.. 

5 

ー』
M

M

l



¥J ν 

月

。ヨ三二s観 副 点 OS1 os2 OS6 OS? osa OS9 S01Q 

月 日 6-4 6-4 6-4 る－4 6-4 6-3 6-3 6-3 6-3 6-3 

時 分 12-45 12-1 s 13 -4 0 14-4 0 11-10 15-50 14-35 14-35 12-25 1 2-o s 

om 2 0. 9 20.0 20.? 20.a 2n.6 20.2 1 9. 8 2 0. 0 19 . 1 1 9 • 1 

水 sm 15 , 2 1 7. 9 1 5 • 8 16 • 3 I 17 • 8 15. 4 16 • 8 1 7 • 3 1 7 • 5 18 , 6 

握 1 0 m 15 • 3 1 5 • 8 15 • 2 1 5. 7 1 7 • 6 1 8 • 7 

1 5 m 1 5 • 1 15, 2 1 5. 5 17 • 8 

塩
0 m 13 • 35 15 • 1 3 14,98 15. 8 3 15.83 16 . 5 2 1 6 • 5 2 16. 8 2 1 7 • 4 2 1l. 7 6 

索
Sm 17.37 1 7 , 2 7 1 7. 28 17 .1 2 17.07 17 • 5 2 1 7 . 7 1 17 . 5 2 17-66 1 7 • 8 6 

量
1 0 m 1 7. 5 2 1 7 • 1 2 1 7. 4 7 1 7. 5 2 1 7 • 5 2 」工.0~ 
1 5 m 1乙...... 4 2 1 7 • 4 7 1 7. 47 1 7, 86 

8. 3 
一一一

om a.2 8. 3 8. 3 8. 1 8.2 7. 7 8 .1 8,3 8. 2 

sm 8.0 8 .空 8.2 8,2 8.0 8 . 1 8 • 1 8. 2 8.2 8 • 1 
P.H 

1 am 8.0 8. 1 7. 9 8 • 1 8 , 1 8. 2 

1 5 m a.2 8. 0 8. 2 ’ 8. 0 

波 浪 1 1 ？ ワ 1 1 
ー

悔 ウ ：｛，、 担 。 。 。 。 0 。 。 。 。
－一

況 水 色 茶褐色 8 7 6 6 5 5 ii. 5 

透明度 2. 2 2,2 一 2 • 4 3,6 3. 6 4,0 4 , 1 4. 6 4. 5 

天 民 b b b b b b b b b b 

気 議 lit 2 2 2 2 

雲 形 Cu Cu Cu  Cu  Cu Cu  Cu Cu Cu  Cu  

風 I匂 w w w w w w w w N u 

象 風 力 1 2 

気 温 2 4 • 6 26 • 5 24.0 24. 3 25. 7 1 9 • 2 1 7. 8 1 9 • 4 22,6 1 9 . 8 

プフ γ ク 枕澱盈∞ 8,7 16 , 2 16 , 2 1 2 , 6 11 • 3 38,4 2 7. 5 31. 0 1 5 • 0 6 • 0 

ト γ ③ 緋 ＊妊 cc 2 • 6 4 • 6 2. 8 2.2 3. 1 5 • 8 5,0 5 . 1 4. 0 3.5 

ー～、.－－

6 

i
H
N
ω

！
 

I. 



7 月
E・－ーーー， 

観 前1; 点 os1 os2 。引 OS4 oss OS6 OS7 

月 日 7-2 7-5 7 7-S 7-5 7-5 7-5 
一一

時 分 9-55 16-2 5 10-27 11-0 0 11-33 12-27 12-52 

ηm 23,0 24.4 2 2 • 6 23-2 23.0 2 3. 2 22.7 
旬』．

？ 

sm 20. 6 2 1・7 I 21・4 21 .s 122 .s 2 2. 4 2 2. 0 
ーー1am 19.5 2n.6 21・4 ! 22・2

温－ 1 5 m 2 1・2 i i 2 1・9

2 0 m 

Om 15.16 

塩： Sn 17.53 1 7・08 17・58 17・69 j 1 8・34 18・4 ‘－ 
素 1ηm 17.84 17.74 18吋 18.4 

設； 1 5 m 17.98 18..34 

8 3 8 2 8・2 l 8・1 I s・2 1 

5 m 8. 1 

ττ「一一P.H 10m 8.0 8.1 8-2 ー
1 .. 5 m 8 .ηs.2  

2am 

波 浪 。 3 。 。
海

ウ 不 リ 。 。 。 。 n 。
，園h

色 茶褐色 茶褐色 6 5 5 5 5 
況

透明度 1 . 2 0 .9 2.3 2.0 3 .. 1 4 • 4 

天 侯 r r C r C C 。
気 雲 去を 1 0 1 0 ヲ 8 1 0 1 0 8 

雲 形 s t S 七 Ch-st Cu-a七 白1-st Cu-st 臼1-s色

風 向 官 w w w w 一 E 

象 風 力 3 。
気 温 21 • 4 21‘6 2 3. 3 25.3 24-3 27-8 26. 7 

-12 4一



i 0810 i OS1 3 

寸

osa 0 S9 OS 11 os12 os14 OS15 

－－~争

7-5 7-5 7-5 7-5 7-5 7-2 7-2 7-2 

13-43 14-10 14-35 1 5-16 15-50 10-20 10-48 1 1-3 0 

22.7 22.7 23-0 24. 6 2 4. 0 2 2. 4 22-3 22 • 6 

22. 0 21 • 8 2 1 • 8 2 1 • 4 20. 7 20.2 1 9 . 9 20.s 

2 2. 1 2 1 . 1 20.6 1 8. 1 
－－ f-－・・・ーー『

1 8. 2 1 8. 5 

一
22.0 22.0 2 1 . O 1 9 • 6 1 8. 7 

;} 18 • 1 7 1 7. 9 2 17 . 7 0 1 3 . 61 1 1 • 6 1 11 . 8 5 10 • 5 7 8-40 

1 8.山 30 17-60 i 1~£04 16 . 3 7 1 6 • 6 4 

18. 51 I 1 7・97 1 1 7. 30 

I I 118-17 
17. 29 

18. 6 3 1 8・45 I 1 8 . 0 4 l 1 8 . 2 6 I ~－空と
8. 1 a.2 s.3 I s.2 「－：；.9 7. 9 7.7 

8. 2 8. 2 8. 1 8 . 1 8. 1 8 • 1 8 .1 

8. 2 8. 2 「8 . 1 8. 0 

7.9 

8.3 8.2 8. 0 7. 9 7. 7 7. 8 

。 。 。 。 。 。
、ふ 。 。 。 。 。

4 3 4 褐色 禍色 褐色 褐色 茶褐色

5. 2 4.7 3. 0 1 . 5 1 • 1 1 . 1 1. 5 1 • 0 

C C C 。 C r r r 

ヲ ？ 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 

Cu-at Cu-s七 Cu-at‘ 日l-St α1-st s t Sも s t 

w N 一 一 w NE N NE  

。 。
24. 4 24.7 2 5. 8 25.9 2s.2 × 21 . 4 22.0 

一1?. 5一



8 月

領 測 点コ os1 l os2 i os3下下両下：ss ! 0 S川 OS7 j 
月 日 8-6 8-6 I 8-4 8-4 8-4 8-4 8-4 

時 分 11-3η1 o-so 11-10 11-40 12-20 12-ss / 13-2s 

Om 30.4 !29・2 2 8・6 29・5 2 9・c 27・1 25・8 l 
水 Sm 25.3 24.9 28.2 25・7 2 5・！ 126・7 2s. a I 

10m 23.3 23.0 28-4 23.0 ・23• 1 I 2 3. 5 

湿 15 m ! 2 4. 2 

2am L 1_ 
；拝詫一一om 10.78 13.40 14. .28 

1 6・1ヲj16. .57 

来
叫
品

P.H 

! 2 0 m j 

l波浪 1 0 i 2 11  2 ! 3 
7長t I 

ウネリ日 日 1 0 ；口 口」 D
況水色 6 6 i --s I s s ・--s-

近凶皮 1・5 3・三 l3・3 4・6 4・4 j 4・5

三侯l C I be ! be  be  be  ＋口 ｜ 

気雲泣 10 i 6 I 7 7 • 7 8 
ー－ 4・ーー， 噌且

主主 形 Cs Cs  Ci 01:  Cl Cl  

風向iN w・ W N N ¥ N S w 

象風力 1 1 2 2 2 2 

プラyクトγ 沈澱立 1 • 8 2. 4 1 • 9 4. 4 9. 7 9. 3 1 6 • 1 。。 ・． ー
排水設 1 • 9 1. 5 1. 7 2-6 3.8 3. 0 4. 4 

カタクチ卵 一 一 一 一 一 一 一
ブランクトン カタクチ稔魚 一 一 一 一 一 一 一

③ 雑 g日 一 一 一 一 5 一 5 

雑稚魚 一 一 一 一 一 ー－ 

,,,.,. 

一け同一



4‘ 

13-so114-2011s-20 

2s • 9 I 2 6・4 127・0

25・3 I 2 6・4 12 5・2

25・0 124・3 12 4 5 

24・s I 2 3・7 12 3・9

23.8 j 24・0 j 23・9

1 7・47 11 6・97116・53

1 7・62 116・88,17・38

1 7・67 I 11・15j17 47 

18・07 11 7・52 j 1 7・62

18・17 I 1 7・57117・62

3・1 I a・2 I 8・1

I a・2 一円7百三
I 8・3 i 8・2 ~；＿と1
竺と Is・3 j 8・2
a. 2 I a・2 i a.2 

－

nu 

n
L

－
0

・

r
t

l
L
一
』
『
一
定
d

m
二
一
一

O

一8
一6

一

－

F
O

－－

4
一
1

S

一一一一

O

一8
－6
2 9 • 4 

26. 2 

2 8 .. 7 

26°2 

OS13 OS14 0 S15 

a-6 I a-6 I a-6 

11-ss I 13-35 I 12-so 
29・2 j 30.0 

26・3 I 2 7・7
文
d

一守
J

．．． 
且
吋
一

zd

ワ』一

2

28-3 

26. 7 

。，一円
0

・
－
－

ヲ

3

一zd

n
L

一。ι

1

1

 

8
H
守
一
マ
J

：・
』
M
1

一zd

n
L

一円4

刊
一
♂
一
幻

刈
守
一
守
／
一
7
J

ヲ
－

3

一7

4
t

－O
J

－n
u
T
 

n

斗一，。一
7
I

17.67 I 17-62 i 17.57 

い
一
い
一
日
一
日

8.3 

8°3 

8,2 

a.o 

山
一
川
一
川
一
日

11 . 03 

15. 09 

15.45 

1 6 .ヲ7

7・6 I 
7. 6 

7 • 8 

8. 1 

1 • 3 2 

15.28 

~ 一
1
1
山一一

JEC一
円

4
一
口
一

5

一ι
一c

8 

C 1 

己2
3 

29.4 

1 9. 5 

4. 2 

SW  

3 I 2 

29.3 l3o.3 

1 2. 4 

2.9 

1 1 8 

zd

一nu

4 

つ』一

d
l

Sw  

~七！：6
7. 5 

3 • 2 

2 1 

立.4 

2.0 

2 0 

2 

5 

-1・'J.'l一

3 

つ』一

d
t

』
H

・－

4
i

一nu
－ro
一・一円

U

－スザ

be  

－
一
日
一

7

一J
一c

Sw  

1 0 

Cs 

N"' 

Cs 

sw 

7 ？ 

Cs 

・tr 

1 I 1 I 1 

30・2 130.2 131.9 



9 月

観 測 点 081 os2 OS3 OS4 oss 0S6 0S7 

月 日 ヲ－9 守－9 9-12 9-12 ヲ－12 ヲーイ 2 9-12 

時 分 11-42 11-os 10-4日 11-2 5 12-00 12-40 13-1 n 

nm 24.3 24. 6 2 4. ・o 2 4. 3 24.4 24.4 25 • 0 

水 sm 24-5 24.6 2 4. 4 2 4 • 3 24. 3 24°3 24-4 
1 om 2 4. 4 

1 5 m 
ーートーー一ー －ーー

温 20m 
一｛

底 層 24-5 24. 6 24. 5 24. 5 2 4 .. 5 24. 3 24. 5 
・ー

Om 1 5. 08 1 7. 2 7 1 6 • 7 1 16.76 17 • 5 2 17. 6 2 17 .. 52 

Sm 1 6. 8 1 17 • 5 2 1 7. 6 7 17. 5 2 17 .s 2 1 7. 6 2 17.57 
塩

1 0 m 1 7. 6 7 
素

1 5 m 
盆

ト
2 0 m 

一
底 回 17. 2 7 1 7. 5 2 17.83 18 • 3 3 17.93 17 • 7 7 1 7. 7 2 

om 8. 2 s.2 s.2 8. 3 8-2 8 • 2 8. 3 
sm 8. 2 8. 2 8. 2 8 .2 8.3 8. 2 8. 3 

ー←←一一一一一一・ー一一
P.R 

1 Om ¥ 8. 2 
1 5 m I 

4・トー岨－・・・4’ー－・・司ー－『・F曹司晶‘ー一司園・・e‘’ーー－・E・－邑且 ー ~ 

20m 

底 同 8. 2 8. 2 s.2 8.3 s.2 8. 2 8. 3 －ーー←一一曹司ーー，ー 一一一一
水 深 1 0 j 11. 5 1 1 1 2 1 0 1 0 1 3 

海 波浪 3 2 。
L一一1

。 。
ウネリ -*~~ 瓦

。 。
況 水色 5 5 4 4 5 

透明度 2-6 3. 2 4. 0 4. 5 5. 4 ・・ 回圃司F’ー園田ー『－ーーー一ー・ーーーーーーーー
天候 C C C b C be #,. 

気 雲 量 1 0 1 O 1 0 ヲ ？ 4 5 

雲 形 8 t Sも s t st s t Cu 一部 Cu-St 

風 向 NE N NW SW SW 一 一
象 民 力 3 2 。 0 

気 温 23. 2 23. 3 24.4 24 • 3 2s.2 26. 5 26. 2 

ブランクトγ 沈澱 iま 3.4 4. 0 1 . 8 1 • 4 2. O 2. 3 1. 2 

一一位一
誹／］（ fを 2. 7 2. 9 1 • 2 1 • 6 1 • 9 2. 3 1. 5 
コ？タクチ卵 3 一 一 2 一 一 一

ブラソタ カタクチ稚魚 一 一 一 一 一 一 2 
トジ＠ 雑 卵 一 一 5 一 一 2 

雑稚魚 一 一 一 一 一 一 2 

-1ワ円一



oss 0 Sヲ OS10 OS 11 OS12 OS13 OS14 OS15 

ヲ－12 9-1f.2 ヲ－12 ヲ－12 ヲー12 ヲーヲ ヲ－9 9-9 

13-4 0 14 7"1 5 15-0 5 15-55 16-30 12ーオ＇.） 6 13-50 13-1 0 

24. 7 2 5. 0 2 5. 4 25.6 24-4 24. 2 24 • 2 2 4. 2 

24 • 5 24・4 l 2 4・4 24-6 24. 0 24°4 24-4 2 4. 7 

ー24.5 24-4 I 24.4 24. 6 2 4. 1 24-6 2 4 • 6 

24. 5 2 4. 4 2 4 • 4 24-4 2 4. 3 

24.5 一一
24. 5 24-6 2 4. 4 24. 4 24. 4 24-5η 1 24.5 24-6 

17.52 1 7 • 67 17. 3 7 1 7 . 5 2 14. 7 8 16-8 15.95 1 0 • 31 

17. 5 2 17. 6 2 17.37 17 . 5 7 1 7. 2 2 1 6 • 9 1 1 6. 91 16. 66 

17.57 17. 6 7 1 7. 6 2 17. 5 7 17. 3 2 17.52 17.57 

-4 1-7 .• 6 2 17. 6 7 17. 6 2 17.57 1 7 • 6 2 

1 7 .• 6 7 

17. 83 17. 7 2 17 • 6 2 17.62 17.67 1 7 • 6 7 17. 67 

8.3 s.3 3.3 8.3 8 • 1 8. 0 s.1 

8. 3 8 • 3 8.3 8. 2 s.o 8 ・2 

8. 3 8. 3 8. 3 8. 3 s.2 8. 2 8. 2 
~ーー 」ーーーーーー』 晶曹ー→ーーー一 一

8.3 8,3 8 . 2 8. 3 8. 2 

8. 4 

8. 4 8, 3 8. 3 8.3 8. 2 8. 2 8-2 

2 5 2 2 2 0 2 0 1 8 1 5 1 5 
一一。 。 。 。 。 2 2 

。 。 。 。
－－ 込・・・・一

。 。 。 。
5 5 5 4 5 7 7 7 

5.2 4.5 3. 9 4. 5 2. 9 1. 7 2. 3 1 ’ 8 
~ b C be C C C 。 主~

3 7 8 8 8 1 0 1 0 

Cu-St Ui-S色 Cu-St Ch-St Cu-St cu cu Cu 

一一 一 一 w NE  NE  NE  

。 。 。 。 3 

l2 6・2 26. 2 2 8. 5 22. 2 21 • 8 2 3. 6 2 2. 5 2 2. 5 

1・2 2 • 1 2. 2 2. 2 1. 5 2.9 3. 3 3.8 

2 , 0 2. 2 2.4 2.2 1. 8 2. 2 2. 6 3.口
ーー

一 一 一 6 一 1 2 

一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一

-129一



水

点 Ios1 

日 110-3

分 110・45
0 !Il 12 1・2
5 !Il j 2 2・5

1 0 m 

1 5 m 

~子に；：； l 乙 l 民主

｜温 I 31 
1底層I2 2・3 j22.s 123.0 123.3 j 23・3 122.7 1.23.6 

一一 I am I ？・7211 3・口4114・州 14・9~, 1 5・841 1 5・911 1 6・89

極 I l I I I ~6司｜｜
素，－ 1 o fil I l I I I I I 
量 I1 5 m I I I I I l I 

2・0 m I ! 
I 底 層 I1 6・21!16・14I 16・36 j 1 6・66i 1 6・891 .16・96

2 0 m 

11 

s m _l_~_:_u~6 I s・0
1 o .m I 

P.H. 

8.4 8. 4 8°4 出一｜－
海

況

気

ピヰ十 8.6 
a水深 I 7 

波浪 I o 

水 ・色｜褐色
透明度｜

天侯 lb
雲
一
翼

1 0 

× 

be 

一一一什一
2
一1
1 0 ｜茶得色

×｜×  

be I be 

日l
1 1 

1 

0 

い一千－
o

－h
be 

Cu  長；1 I 包~s IムIC1~S 

×｜× 
b CI b。
3 I 3 

c1-sl 01-s 
3 

象

VT W

一1
一
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ーー，

088 OS9 o s1 o OS 11 os12 0 S1 3 0 S14 OS15 

1 0-2 ・10-2 1 0-2 10-2 1 0-2 10-3 10-3 10-3 

13-.35 1 :4-15 14-55 15-35 1 6-1 0 11-10 12-37 12-00 

日記 23-4 2 2 • 4 22.6 ’2 2 • 1 21. 8 22 .. 5 21 • 0 

23o2 I 22.6 22. 3 22.4 22. 3 22 .s 

23°0 2 2.ヲ 2 2. 7 2 3. 0 

22. 4 

2 4 • 1 24 • 1 23.5 23.5 22.7 2 3. 7 23.7 2 3. 2 

16. 96 17.25 16.74 16-89 1 6. 6 6 11 • 0 8 9.00 7. 13 

1 7 • 11 17.25 1 6 • 96 17. 0 4 1 6. 7 4 15-85 1 5. 93 
「

~ 1 7. 11 17 • 25 17. 2 7 17. 65 

－ー17.80 

17.95 17. 9 5 17 • 5 0 17-80 17.04 16 .. 6 2 16. 7 5 16 • 00 

8. 4 s.5 s.6 g.6 s.s 8°8 8.4 8. 2 

8°4 8・4 s.s 8°6 3.2 8. 4 8.5 
ートーーー・ーー－ーー・ーーーーーーー

8. 4 8-4 8-4 s.s 8.4 

8°4 

8. 5 8 .4 8.4 8. 4 8. 3 8. 2 8. 3 s.2 
一一2 3 2 0 2 0 2 0 2 0 1 2 1 4 5 

一。 。 0 。 。
。 。 。 。 。
ヲ ヲ ヲ ヲ ヲ 1 O 1 0 1 1 

孟 × × × × × × × × 

be be b b b be be bo 

3 3 2 2 3 3 
Cu Cu  Cb g b Cb 01 C 1 C 1 

w 一 w w w N N N 。 1 

26. 3 24.9 24. 2 2 3. 9 22. 8 23. 6 2 3. 8 2 3. 8 

4 • 1 5. 3 6 • 9 .1 a. 3 5.6 2.0 5. 5 2 • 2 

3. 2 3. 7 4.7 6.2 4.4 3. 1 2.9 2.2 

一 一 1 一 36 6 7 一
一 一 一 一 7 一 一 一

－－ 一 一 一 一 一 一 一 一
一 一 一 一 一 一
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1 1月

一
－．「r

視 測 点 081 os2 OS3 OS4 OS5 OS6 OS7 

月 日 11-5 11-4 11-4 11-4 11-4 11-4 11-4 

時 分 11-30 ヲ－so 1 0-25 11-0 0 11-35 12-20 12-4口

om 1 9. 4 19.6 2 0. 0 2 0. 2 20.4 2 n. 3 20. 6 

水 5m 20.s 1 9. 7 1 9. 9 2 0. 2 2日.4 20.4 20.a 

1 0 m 

1 5 m 

温 2am 

底 層 20.6 20.s 20.7 20.7 20.6 2 0. 4 21 • 8 

om 15. 5 3 17. 10 17 • 4 5 17.56 17. 66 17-66 17 • 7 1 

塩
5m 17. 7 6 1 7 .1 0 1 7. 50 1 7. 56 17.66 1 7. 66 17.86 

素
1 0 m ド

量
1 5 m 

」，

2am 

底 思 17. 7 6 17.76 1 7. 66 17.81 17. 7 6 17.71 1 8. 32 

om 8. 2 8.4 8.3 8. 3 s.2 8-2 8-4 

sm 8.3 8. 4 8. 4 8. 2 8. 2 8. 2 8.4 

P.H 
1 0 m 

2am 

底 層 8.3 8.3 8.3 s.2 s.2 8.3 8-4 

水 深 9 1 2 1 1 1 2 1 2 1 0 1 2 

海 波 浪 1 。
ウ 不 リ 。 。 。 。 。 。 。

況 水 色 7 9 8 8 8 7 7 

透明度 3. 7 4.5 3. 7 3 • 3 4. 2 3.9 4.2 • 
天 侯 C be C C C C 。

気 雲 最 1 0 7 ？ 8 1 0 1 0 1 0 

雲 形 s S-Cl. S-01 s s s s 

風 向 NE N w w NW  NW  w 

象 風 力
1 1 

気 温 18. 3 21 . 5 18. 4 18. 6 19.4 20.0 18.6 

フザグw(;沈澱廷 3 .・a 5. 8 4.3 5・. 1 6. 2 2.6 5 .o 

カタタチ卵 4 3 0 3 2 一 一 一

プラγクトン カタクチ稚魚 一 一 一 一 一 一 一

＠ 雑 卵 一 一 2 一 一 一 一

雑稚魚 一 一 一 一 一 一 一
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oss OS9 0810 0 S1 1 os12 0 S13 0 S14 os1s 

11-4 11-4 11-4 11-4 11-4 11-s 11-5 11-s 

13-35 14-0 2 14-45 1 s-23 16-05 11-50 13-20 12-4 0 

2 D. 7 20.0 20.0 19.7 1 9. 4 1 9. 0 18. 7 1ヲ.8 

20.6 2日．日 19 • 9 20.n 1 9. 6 19. 8 19. 0 20.3 
--

21. 2 20.a 20.4 20.s 20.a 20-6 
－． 

21 • 8 

2 1 • 8 21. 6 2 0. 7 20.a 20.s 20 • 4 2 0 .6 20. 7 

17.71 17-40 17 • 4 0 17. 2 5 17. 0 5 15.93 1 6 .1 8 16. 2 4 
ら＋ーー・ー

17.40 17 • 4 5 17.40 1 7. 1 5 1 7 .1 5 16. 7 4 17. 5 0 

--4 
17. 7 6 17. 61 17. 76 17. 7 6 1 7. 71 

1 8. 47 

18. 4 7 18. 16 17. 7 6 17 • 8 1 17. 81 1 7 • 7 1 17.76 17. 6 1 

8.4 a.4 8. 4 8-4 8. 4 8.2 8-2 a.2 

8-4 8.4 a.4 8. 4 8.3 8. 2 8. 2 a.2 

一 一一 －－－一一』・ー・’・ーー・ーーー・・ーーーーーーー・・

s.4 8.4 8.4 8. 4 8. 4 a.2 

一
8-4 

8-4 8.4 8. 4 8.4 8.4 8°3 8. 3 8. 2 

42 1 8 20 2 0 1 9 1 3 1 6 8 

。 。 。 1 

0 。 。 。 。 。 。 。
一一

6 7 7 6 7 7 8 ヲ

4.0 5.4 4 • 1 4. 7 4. 5 3 ·• 0 3. 8 2.2 
’ a・h 。 C C C 。 C C C 

1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 

s s s s s s s s 

一 w N 一 N NE  NE  NE  

。 。 1 2 1 

21. 2 18. 9 18. 9 18. 7 18. 6 17 .9 17-8 1 7 • 4 

3. 3 2.0 2.4 3 • 0 2.9 2. 3 4.8 1. 8 

3 0 ι 7 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一 一 一
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「一石一切一三・－1o-s・1・・r百 〕石J「os 4 I o s s ,-o s 6 I o s 7 I 

！ 時分 I1 6 -2 s 110-1 s 11 0-4 s I 11-1 s , 1 1-4 s 11 2 -2 a 11 2 -4 s 1 

水 I~ド午：ド：！な：ド：ド：｜；に！
I 20 三 羽5詑引は

i三 二三二ヒ士｜一一
四回1~~ 4 411 7 ~Si男子11~~ ！ 2fa司~： 71 !1 7 .so 

: lii~ I土斗日十E

l一一一」i二：i苛二三＿3fぞi；卜；守；：一－
！ 波 ！主一う「一7← lg±fr~--i 了｜ 況 1水 色［ 6 i茶褐色！ 7 ! 9 ! 9 I 10 I 
’ i透明皮｜ 2・31 2・3 : 4・s l s.3 I 2.ヲ I3・3 I s .... 

了支－－石「－己， b J b 「b l b l b I b r 
気 j雲 ft! o I o I a I a I o I I・ o 

j雲形l-1 -_J - I -I -I -＇＂二
｜風向

象｜風力

｜気温｜
フ 切 ト 必 i沈澱託 t

！；カタクチ稚魚

w 

2 

3. 0 

5.3 

一
一
一
一

一。 。
9.9 1 2. 2 

5.3 4. 5 

一
一 一
一 一
一 一
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一。
1 2. 2 14 . 0 1 2. 3 12. 5 

5.3 2. 2 5. 4 2 • 6 

一 一 一 一
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oss OS9 os10 OS11 0 S1 2 o s1 3 os14 0 S1 5 
．一

12-11 12-11 12寸 1 1 2-11 12-1 a 12-10 12-10 1 2-1 O 

13-1 a 13-35 14-10 14-50 12-25 12--00 11-10 10.43 

16 • 5 1 5 • 4 1 5 • 3 14. 8 1 4. 6 14. 6 15. 2 1 3 • 9 

16 • 7 1 5 • 4 1 5. 4 15 .o 1 4. 6 1 4. 6 15. 3 14.9 

1 7 .o 1 6 • 3 15 • 9 1 5. 9 

ーー

一一 一一

17 • 3 16 • 8 16 • 1 1 5. 9 15 • 2 15 • 8 1 6 • 4 1 5. 0 

18. 16 1 7 • 9 4 1 7 • 3 5 1 6. 99 16.81 I 16.94 17. 3 5 1 4 • 41 

1 8 • 2 1 1 7. 58 1 7. 4 4 17. 6 2 16. 8 5 17. 0 3 17. 35 16 • 81 

唱 A、 18-39 17 • 8 5 1 7 • 6 2 1 7 • 1 2 
一

18山 8-0~ 17日 17,67f 17 17 17,5竺 17 76 11.osl 

!H41  8 ・4 ! 8・s1~4.__ 8・3 8・4 8・3 8・4 8. 4 

川日~~二｜｜
8・4 I s・4 8・2 8・4 8・3 8・3 l 8. 3 8 • 3 

2 3 1 6 1 R 1 5 1 1 1 5 1 4 8 

2 2 ク 2 3 4 4 4 
←ー 。 。 。 。

7 7 R 7 8 7 7 茶褐色

；品 4. 9 4 .o 4. 9 6 • 0 3. 2 4. 0 3.5 1 • 2 

b b b 
+-b  日

C C be be 

。 。 。 8 8 7 6 

一 一 一 一 Sも Sも s t Sも

sw SW Sw w w w w w 

2 2 2 2 4 4 4 4 

12 • 9 1 3 • 0 12 • 7 I 12 06 1 0. 9 9.5 10.6 1 2. 5 
←＋『ー

10.5 5 • I, 4.9 1 . 2 5.9 2.5 4.0 1 3. 0 

一 一 2 一 一 3 一一
一 一 一 一 一 一一
一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一一 一
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第 2表定置観測結果

気象，海況 （昭和32年1月～ 12月〉
、

守宇一ーー一一一ー一ーーー一一－－一一ーーーーーーーーー一一一一一ーーーーー一一ーーーーー・－－－！・・

じ＼、項目 L 気一一一一一竺－」海 況

（月句別＼＼｜気狙 j雨泣）湿度 i蒸発 j気圧｜ 水温 j比重

I 1上 旬 I4・6 ¥ W I 76 I 1・6/1023.0 t 7・2!2竺乙
1 I中旬 1 6. a l 1 7・7I 9 3 1 1・1/1015・3 1 a・6!2 3・15

月＇主－~－－ぃ； 1 2・9l 80 l 1・1い0 1 9 • 口j 7 ~22.五
月平均

｜上旬I6.71 3s.7J 73 

2 I中 旬 I4・7l工可τγ
月｜下旬Is・3 ; 1・4I 8 3 

I 1 月平均↓－－~~－~－~·・ 9 I 7 4 
｜上旬Is • 7 , 26・6I s 1 

句I6 ・~ 0 ・・t 70 

旬｜ 7・u しsl 63 I l 10 18・2l 9・2戸店示一

3 中

月 下

月平均I6-71 28.-, 1 12-l_ ¥1日16・91 s・t亘ヨ：
旬I1 3・6! a I s7 I !1011・9j 1 1・6i 2 1・87－－  旬 17・2 : 77・2i 68 I (1018.3: 14・1! 2 1・ 2

l月｜下旬I1s.~－~i日~ I i，ふffi14・flプ月平均I1 6・1 7 I 11016・3l1LlT圃I

i I土旬I, s・3 i 40・oj 79 j j101s・9: 14・8! 21・53

4 

上

中

l s -I中 旬I20・3¥ 旦・ s/ 79 ¥ !1010・1I , s・1丙三五
1 月｜下旬I19・2! -;2.31 721 11011・sI 18 三－引~1-
I I F均い 8・， I 11 2・s¥ 75 ! j1012・6 －－ 月 2 

16 • 8 
2 1：引

6 

月

7 

月

一
上 旬

中 ”句

下 旬

月平均

上 旬

中 旬

下 旬

月平均

20・sI 35・2I 7 4 I 1, oo 4・8 1 8 • 7 22 

23・O l 8・3l 78 l l10os.1 21 • 8 2 1. 04 

2 3. 2 3 n3. 6 1 O 11 • 5 23.n 20. 85 

2 2 .3 34 7 .1 76 1 00 7 • 4 2 1 .3 21 • 4 2-! 
一一
2 5. 1 138.6 83 1005.9 24. 0 1 6 ‘ 55 

27 • 2 20 9 .6 80 10 08. 2 26.0 16.33 

26 • 3 7 1 • 5 80 1005.5 

26 • 1 41 9. 7 81 1006 .s 

2 4 .9 18・04 ~ 

24.9 16.99 
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l冶よと｜気
象 海

湿度 蒸発｜気 圧 1k混
一．

気

温「雨設

上 旬l28. 5 22.s 72 1006.3 2 7 • 5 1 9. 28 

74 1 00 9. 1 25.9 22. 7 O 

70 I 1005 • 7 27. 6 2 3. 1 5 

γ ：，~~＝~！ ;~;:~ I；；十 i：：：与問：：I~~ ~~1 

？九；；；」 Q=r~J 三
1~0 If ~ \j~I ~~ t jj I ~~n I j~ 

風力

。

2 

3 

4 

5 

6 

計

！：卒： I~ ；：；rつ二？卜＋H一－ ：：（！； i ： ？ 

風 力 風 向 天

回数 96 風位 回数 % 天候 日数

9 2 3 3.1 

1 0 6 3 9. 1 

N ち9 2 o.9 7 

NE  3 0 1 6.1 3 
b 6 1 

3 4 1 0.3 
E 2 7 1 4.5 2 

SE  3 1.6 1 

b c・ 9 8 

22 s.o s 7 3.7 6 
C 8 1 

1 5 5.5 SW  1 7 9 .1 4 工、 3 1 

7 3.0 w 4 9 2 6.3 4 

2 1.0 
NW  1 4 7 .s 3 

。 5 

2 7 8 1 O 0心
計 1 8 6 I 1 Q Q.Q 計 2 7 6 

-1 37一

侯

% 
－ー

2 2.1 0 

2 9.3 

1 1.2 3 

1-8 1 

1 0 o.o 



温

度

℃

羽

し一一→水温

の一一－0 気温

一一一一比重

月別水温比重気温の推移

（定置観測）

20 
·~ 

23.0 

10 

I I －一一寸一一一ーー－－，－一一「

17.口

16 .o 

-15.0 

B ヲ 10 11 12 
重比

2 3 4 5 ら 7
月

a、
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漁 況 概 要

大阪湾の漁業生産の大要を抱復するため浜寺、春木、岩和田、佐野．尾崎．淡輪等の漁業組

合において毎月漁況の聴取調査を行った。

月

底曳網漁業は先月にヲ脱色石桁5了を使用し 1日8～9問操業い漁場は深日から尾崎沖、

水深20～25尋を主漁場とし 15～2 0日位出漁しているo 1日1受当りの主な漁雄物はウ

シノシタ 5～4買、エピ7o a匁～ 1貫、カニ 1• 5～1 • 8貨であるがふその他雑魚としては

コチ．シャコ等で総漁僅高は7～1a賞、水場高は6,O O 0円～8.o o a円位であるo

2 月〈欠〉

5 月

底曳絹漁菜は．石桁STを使用し大阪湾中部の水深2O～2 5尋の所を主漁場として操業し

ている。漁獲物はウシノシタ 3賞、エピジヤコ 2賞、メイタガレイ 2賞、カレイ 1貫その他雑

魚 1貰で水揚高は平均 4,000円位である。

様建網漁菜（三枚網）は府下南部の沿尉色先で行われツムギ、メパル、ポラ、カレイ等磯魚を

対象とし平均2,000円位の水揚げをしている。

わかめ採渓漁莱は尾崎．箱作、淡輪地先にて例年になく盛んに行われ量的にも多く 1日平均

2 D貫、最高50貫位で1貫10 O円で1日2,00 0円～3，口 00円位の水揚を示しているo

その他泉大津河口でのあさり採介漁菜、泉大津から堺港沖の、もがい‘貝桁網漁菜、深目、淡

ふ 輸沖での、いわし、巾着網漁菜が行われてL、る。

4 月

4月に入って治岸各地の漁業も盛んになり機関期から解放されTこ。貝桁網漁菜ば2～4T使

用し堺港から大阪港に至る沖合2,sa o米からお00 0米、水深4～5尋で主にサルポである

がアカガイも少しt土とれている。漁獲高は1日50貫位で稼動日数は20日位である。

地曳網も4月初旬から着楽し体長4糧位のシラスが僅か漁獲された程度であるo

5 月

いか板曳網漁業は本月から漁期に入り小島沖4,oan米、水深3｛］ ～4 a尋底質は砂利

（小石〉の所を主漁場として操業しているG 漁獲物はイカ、タコを主としその他ハゼ、シャコ

等でイカ 6～7賀、タコ 4～5賞、水場高は最高12 ,o O 0円、平均7～s,oa o円位である。

-13← 



磯建締漁業（三枚網）も深日沖1a～2 D尋の所を主漁場としてイカ、グチを主漁獲物とし

その他カスゴ（小ダイ〉、コウベ（カワハギ〉等を護って総水揚高は平均B,rJ O O円位である。

その他地曳網漁業も本格的になり 1日200貫位とれているが本年はアジが例年より多く混つ

ている。

本年は水温が例年より梢低めで回惇魚の来持が例年に較べおそいため回惇魚を対象とする漁業

（三枚紙いか巣網等）の初漁期が梢おくれている。

6 月

磯連網漁業（三孜綱〉は尾崎沖から深日沖に到る水深4～5尋位の所を主漁場として操業し

ているo 主漁獲物はチヌ、カレイ、ポラ‘アプラメ、イカでイカは梢少くなってきたが水揚高

は3,000 円平均である。（なお尾崎沖では建網にワカメがかかっている。）ほ曳者輸菜

（石桁） f;t:桁5丁を使用し尾崎j市西南西4浬、水深 17～1 9尋の所を主漁場としトピアラ お

（サルエピ〉が主でその他雑魚（シャコ．ハゼ等〉で水揚高はお000円位であるO たこ宣

漁業は泉南地方で行われてし、る。深日方面では13 96の入査率を示し漁¥i.は例年に比べ多いが

それ以北ではまだ本絡的でなく 3～4賞程度しか水揚げしていなL、。

沿岸各地では地曳網漁菜が行われているが殆んどイワシでアジ．マナガツヲ等の交りものは少

いようで30 0貫～4o a貨位水揚を行っている。

いわし巾着網漁菜もぽつぽつ漁をするよう tこなってきているヵ税｛群が滞いのて・本格的ではない

が、ケ Yチ桝（ 3貧300匁） 1 5 O桝位獲れる時もあるo

7 月

漁況調査を行わなかったo

8 月

いわし巾着網漁業は先月に51続き泉大津以北、大阪港、尼ヶ崎沖を主漁場として操菜してい

るが群がうすいので余り好魚t仏司、か，b 魚価も安くケ Yチ桝C3.3貫入） 1杯80円から

1 0 0円位で煮干製品も油焼けが強く商品価値が下り 1袋（ 1貫入） 2 5 0円位であるo

9 月

いわし巾着網漁業は先月に5［続き行われているが魚群が北上したため泉大津以北大阪港関門

附近を主漁場として操菜している。魚体は小さいのが多く大きいのは僅か混ってとれている。

イワジは多いようであるが大きな群は余りみとめられないので漁獲は思わしくなし、0 1日1統

平均70 0～s s a.桝位である。

魚価は 1桝25 0円位下旬には製品1袋（ 1貫） 3 8 0～4 0口問と大分値上りしてきている一

-14 O一
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1 0 月

組巾着網漁業は10月に入ってから殆んど北部方面即ち堺港沖から大阪港関門沖を主機場と

して保業し魚体は2-5寸程度のものが最も多く 1日1隻水揚げ高は 800～1,2 a o桝平均で

魚価は1桝平均26 0円．煮干製品は1袋35 O～4 0 0円位で次第に値もあがってくる模機

であるo船曳網漁業も小羽のイワシがとれだし叉固い刺網も治岸近くのイナを相当設とってい

るが連続した潟獲ではなL、。

1 1 月

水温も下降をたどり季節風も強まり大阪湾における漁菜も閉ぬi切に入りたX底曳網漁梁が主

なものになった。

石桁網漁菜は、石桁5丁を使用し岸和田沖から泉大津沖の水深 10～1 5尋の処を主漁場とし

て操菜しているが11月下旬からは木津川沖8～5尋位の処を主的場として操業しているo

1日15～1 7回の操業を行いエピo.s～3.0貰エピジヤコ 10賞、アカガイ 1.5～3.0賞、

カニ 8～12匹、カレイ 2.s～3.o貫その他殺魚として小ガニ、ウシノシ夕、ガツチヨ、イカ

等がとれている。

今后水温の低下につれて漁場も湾中央部の深みに移動するものと考えられる。

1 2 月

底曳織魚菜は．石桁5了を使用 L尾崎から岡田沖4～5浬、水深1口～ 15尋を主漁場とし．

て操業している。主なぬ獲物はカニ（ 1 4～1 5匹〉小エピ、シラサェfピでその他カレイ、ヒ

ラメ、イカ等で水揚高は 6,00 0円～s,oa o円平均である。

なお今后水温の下降t乙つれて漁場は南部の沖合JJ(i架24～2 7尋位の深みに移動するものと思

> われる。さるぽ貝まき網漁業もぬ期に入り泉大津沖、浜寺沖の水深4尋位の所を主漁場として

1日80貫位の漁獲をあげている。

（担当山本憲史〉
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技術普及の部

先達漁船漁業技術改良普及事業

本事業は30年度から継続実地中のもので昨年に引続き深日及。；尾崎漁業技術研究会の建

網漁業改良を行った。本年度は新たに高石．岡田浦、淡輸に漁業技併繍究会が結成され曲網

漁菜．底曳結納楽‘いか玉漁菜について研究を行った。

本年度研究活動を行った研究会及び研究協議会は次表のとおりであるO

：－ι日名 i竺主上盟会空J一戸立年月日｜竺塑－
！泌日漁菜技術研究会 ｜ 

！尾崎 II I 3 fJ ｜魚本楠巴太郎 I3 o 11 1 7 I 11 11 

高石 // ! 1 2 1 ・国代為吉 I32・1a・2s I曲網 Hl岡田浦 グ I 3 7 I樋野佐七 132 1-0 3a I底曳網 II

淡輪 II J 4 0 i川村誠一 1s2. 1 2・26 Iいか玉 H

i大阪府沿開業技術研究協議会 j ？ i三好礼治 j3o・11・25

研究会の活動状況

に深目、尾崎撚莱技術研究会

(1) 研究テーマと収上げた理由

怨網（三役網〉について昨年度までの研究から残された技術的な問題点として

（工｝従来の網仕立法では操業中浮子が網目にかL り易く網の破損が多いことo

(Ill 網が古くたると共に浮子の浮力的成返して網成りが感くなること円（昨年度合成浮

子についての研究は不成功であった。〉

(Ill) 網裾部の内網最下段の袋網形成が感く外網は目ずれがして袋網形成が不完全で且つ

砂磁等により損耗が甚しいこと。

側袋形成上内網の縮給法に検討する余地があることo

これ等の理由により研究テーマを次の 3項目について行ったo

イ．浮子方、沈子方の添網改良

ロ．古網の浮子の対策

-142一
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ハ．内網の縮結改良

(2) 研究方法・と研究結果

先達漁船2隻をもって 3月26日から5月17日の間延 23回比絞操業を行い次のよう

な結果を得たo

イ．従来の浮子・方網の仕立はふち廻りに9本クレモナ糸で半自の添網を付し浮子の間隔の

たるみが少なかったものをふち廻りに？本クレモナ糸をもって1目添網を付け、浮子下

痢のたるみを 1害it増しとしたため浮子が網にかかることが少なくなり、網成りもよく漁

獲がが上つTこO

ロ．古網の浮力が年々浮力を減ずる対策としては浮子がすれて細くなる点と乾燥を充分行

えない点にあるので従来のー握22本の浮子を2平に1副乃だけ17本（一極り〉と夜

替えることにより網成りを完全に保つことができた。

ハ．沈子方網及び沈子取付法については従来内網にふち廻りを付・けるだけでふち廻りと外

潟端を沈子綱に取付けていたものを改良してふち廻りに半自の添摘をつけしかも外滴を

一緒にすいて行くことにより目ずれを防ぎ内網は最下段まで袋網として働き、底魚のコ

チの漁，践をあげることができるo

ニ．内網の耗ll古は従来4・5割としていたが5別、 4.5割、 4告｜！の3onの網をそれぞれ外網

で約2；山地（上下にたるませる〉として、比較佼・菜した結果4剖で最良の成績をあげたo

潟の目合についても従来1.7寸目から3寸日まで各箆使用していたが2.7寸目か蒋結の
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所に1尾しかとれなかったものが必ず2.3尾の群で総！．管される好結果を侍7三一

ホ．その他網の染啓－ぇ（パーク染料〉については従来海11(で洗って乾燥したi走行っていた

が．カルキを含む伊＇＊で洗った後直ちに染替えた方が‘むらなく染められ且つ染とりが

黒味を帯びず美しく仕上り漁獲も艮L、。

2.高石漁業技術研究会

(1} 研究テーマと取上げた盟由

曲網は別図の如き網で従来綿糸一枚網で仕立て桐浮子を使用し‘漁j明、漁場により目合

の呉る 4慌の身網を備え浮魚の単一魚舗のみを対象としていたため多傾の経費を要し且つ

海況により~凶がはなはだしかった。又コノシロについて；lヱtM洋子で浮力が低下すると魚

の逃いつが多かった。よって経’道の改昔、生r!£.の安定．増強を図るため次のテーマにより

漁具時入袋、 t街守伎の節減と瀬で、中正£J~1魚を同時にf魚鎚する万法を考えた。

イ．合成繊維による漁具仕立の研究

ロ．身網下tfil.魚耳支部を三枚綱仕立とする研究

．合成浮子についての研究

－．瀬における中、ほ肘魚の漁獲法の研究

ホ．海況と回遊魚沼のi共！係の研究

曲網熔成略図

、、

b‘ 

... 
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(2) 研究方法と研究結果

先達漁船の曲網身網部はナイロ γ漁紙クレモナ綱を使用し三枚網仕立とするため建網

の技術を導入作成した。浮子は従来の桐浮子を廃止し小型塩化ビニール浮子を多数使用す

ることに改めた。先達漁船は魚種、魚型の大小にかかわらず試験網を用い従来の機具と比

較研究するo 瀬．潮流と栴奴設場所の関係につき瀬の淑上‘潮下各5点で試験操業を行い

底魚の漁獲につき研究する。

漁場の海洋観測により海況と回遊魚道を究明する。

以よの方法乙より実施の予定であったが試験按．業は終漁期に5回操業したのみで充分な成

果をあげることができなかったo 5回の操業結果ではコノシロ漁0・従来網の1.5～5倍漁

，浸があり、従来全く漁磁がなかったエピ‘カレイのぬが見られたo 叉、曲網潟期終了後ポ

ラの磯付きを囲刺網として利用し好成減を得た。

3. 岡田浦漁業技術研究会

(1) 研究テーマと取上げた理由

底曳網特に石桁網については従来綿漁網を使い損耗がはなはだしく、漁網購入授の支出

が大きいので経蛍の合主主化のため各組合成繊維について耐摩耗性、氷及び泥はけの状態、

網成り、綿獲等を比較し網仕立の改良をするため次のテーマを取上げた。

イ．クレモナ2極（樹脂加工．エンデロ功日工）ナイロ γ、テピロソ、タレJ、ロ Yの適性

研究

ロ．合成繊維漁網の水及び泥はけの研究

ぺ合成繊維漁網による漁具仕立の研究

(2) 研究方法と結果

先遼漁船5隻により 1隻の曳網5条の中1条を合成繊維絢仕立とい従来網とのぬ役．比

較及び定期的に網を持寄り摩耗、破損、網成りにつき検討した。その結果テピロン漁網が

比較的適しているが、合成繊維漁網は障害物による切績が綿漁網に比し大きいこと及び泥

はけが良いため5条中の1条だけ抵抗の異る網を使用すると曳網の平衡が保ち難し、こと等

研究方法に欠ける点があり結論はつけ難い。

4. 淡輪漁業技術研究会

(1) 研究テーマと取上げた理由

いか玉は綿漁網タール染て物3年の耐用年数があるが建網におけるイカ羅網状況から白

色叉は淡色の漁網使用が望ましし耐用度からも合成縦長の使用がよいと思われるので次
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のテーマにつき研究し犬：。

イ． クレモナ、ナイロ Y、クレハロ Y漁網の適否研究

ロ．合成繊維による漁具仕立研究

ノ、．ぬ網の色合による漁獲の比較研究

(2）研究方法と結果

先達漁船5隻に合成繊維網5屈を各5箱あて無染のま L従来網とラ γダムに連結し、漁

獲を比較したoその結果、操菜回数。：少く且つ漁場による豊凶がはなはだしいため未だ充

分な成果を得ることができなかった。たど合成繊維倖撫染のものは泥つきがはなはだしく

（洗えば落ちる〉カツチによる染色が必要であると思われTこ。

研究会の指導状況

研究会の運営及び先達漁船の育成を図るため、次の指導を行った。

従来篤持家！日jで1国々に行われていた研究について更に多勢の意見を取入れると共に観.器具

を用いる等科学的な万法で研究し、その効果をあげるため研究体制jの組繊化について研究会

結成の方法、規約の作り方を指導した。研究討議に当つては会議主組の明確な把倍、議事の

進め方等について指導を行った。

先達漁粉には特に漁具設計図の書き方のほか合成織線、魚群の生態、海洋間i郎等の知識につ

いて講習し、研究操菜に際しては、できるだけ乗船し合魁枕研究方法を助言した。

先達漁船と研究会の連携を強化するため、研究結果は逐次研究会において報告討議するよう

指導した。

（担当者高橋 毅〉
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漁船機関取扱指導

府下における 20屯未満の動力漁船はじ17 6隻14,048馬力であるカ事繍士の機関につ

いての原理、構造、取扱いは大部分が伝承による未熟な技能であり適正な道用が行われていな

し、

機関の原扱適正化は海難事故の防止、燃料費、修繕費の軽減による経営合理化、且つ漁併の円

滑が計られるので、巡回指導及ひ講習会の開催により、倒羽運用方法、調整方法‘処置方法に

ついて技術指導を行った。

1.巡回指導

各漁業協同組合と通各の上現地に出設い所鼠漁船の様関診断を行い計調殴びに不調箇所

の調整と処置の指場を行った。

組合別巡回指導実施状況表

漁船機関診断及び指導調整箇所

診 断 内 廿n噌 件数

中心線の正否 9 
各軸受間隙の調整 1 O 

シリ Yダー摩耗状態の測定 7 
燃料噴射状態及び時期の調整 3 
ピスト γ リツグ摩耗の見方及び底換と取扱 5 
クリヤラ γスの測定、パルプセツチγグ、その他 4 7 

計 7 9件

一l4 7-

各漁船共中心線が不完全

なため、その確認と調霊

法に重点をおき、各軸受

間隙の調整及びシリ Yダ

ー摩耗状態の測定法につ

き指信尊を行った。

考｛



2.講習会開催

焼玉機関、電着機関の原理、構造の講習会及び小型デイーゼル機関を展示し原盟、取扱

について講習会を開催しずこo
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3. 研究グループの育成

機関士有志による研究グループの結成を促進し、漁船機関に関する基礎的知識の習得、

技能向上と新知識の啓蒙につとめ式こO

漁船機関研究会一覧

会長

一
次
信
郎

名

一

太叉
茂
吉

会員数

3 2名

3 5 
4 3 

（担当

設立年月日 I 

32.10.27 I 
32.11.15 I 

32.11.20 I 

川崎呑〉

西鳥取漁船機関研究会

淡輪 II 

尾崎 グ

生

橘

羽

土
高
丹
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寝屋川養魚場の部

種苗養成事業

河内フナ及びコイの品種改良に重点をおき．これらの純良箇苗を養成して府下農村の溜池並

ひK河川に．叉金魚（ワキ γ 〉及びコイ、フナの二年国首を養成して休閑期の学校プールにそ

れぞれ配布したo

養成概要

1 .採卵ふ化
....a 

コイ

魚巣は、ひかげのかづらを用い産卵、ふ化池は周囲底共コ Yクリート製3坪の池を用いた。

1回目は一面に♀1尾 ' 3尾ル収容してiH)JPさせ5D 96ふ化率であったが、 2回目は一面に、O 」

平2～3尾、ふ 6～？尾として産卵させたが1回目に比較して産卵数は3割、ふ化数は5割減

少しずこ。

g』
F
3
 

』
U
『r〈

υ

R
J
 

a
z
E
 

O
↑
 

’TE
 

hZ4
日

8面 500,aJO I 32 

フナ

現魚は早 1O 0尾、 01 8 0尾使用し、板間壁土池二面C6 o坪、 10 0坪〉に魚巣を漬

けて産卵したものを逐次コソクリート池に移してふ化さしTこ。

回 親魚！悶H月日｜採卵数 使用池刻印日｜鵠ふイじ数！ふイぱ鶏！使用池

5 !}19日 150,000粒 土品5与zi 5 日 70，口∞尾 4696 22c ふ峰O化E拘池置

一 9._ 100尾 (60,1 
宅高2 5 • 24 300,000 5. 29 5 130,000 43 23 

一 6 180 2 面
全1面上3 5. 28 泊口．α）O 6 • 1 4 80,000 40 24 

計 空1CD61印 650,000 2 面 280,CDO 43 4商
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金 魚（ワキY)

周囲底共コ γクリート製の池を産卵、ふ化に使用した0 lll;3回産卵と Mじを行ったが同ーの

親魚を2～5回使用しTこ。

ド1=;=よI即日数！使用池 i話｜謹
11 I 9_9A¥51市l'l 20,a:;:r淵l2~I s日

市長so!s・sh ,mo仰｜全上司；・131 5 

~j~竺140 !6-141 8司寸百…4
i ~-t-/ ~40 65日I 11,100,mol 6商I___ L 
2.青仔謎成

コイ

10,CX:I川20・c同じ澗

五面42 0坪の池へ毛仔を放養して30～5 0日間青仔を養成したがミヂYコの発生の多少

によって歩留が左右されずこ。

3. 秋仔養成

コイ

四面1,2 5 0坪の池に育仔を放養して秋仔養成を行った爪 6、7月の集中豪雨と 8、9月

のシラサギによる食容のため歩留は懸かつTこ。
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養 成 池
背仔放義数l秋仔取働量｜｜｜坪生産量当 思－lfi~~l出！池名称：面積 構造

⑧ 5号 6♂ 土池 10,000尾 18貫！ 300匁

II 6 190 ぬ，0囚 3 3 174 6. 21 12 • 3 165 

II 7 200 II 20，α羽 2 6 130 7. 1 5 1 1 • 20 128 
.. ，， ー

II 12 800 II 100，α氾 1 4 6 183 6 • 21 11. 14 1 46 

計 1.250 ff 16日．日JO 2 2 3 178 

餌料

ー一一一
盛

--
類 数 量 比 率 備 考

さ な ぎ 2 5 3賀 5 1 • 8 % 

生 し、 わ し 6 1 1 2 • 5 乾燥に換算生鮮の乃

米 ぬ 台、 1 2 1 2 4 • 8 

上 ぬ カ通 5 3 1 0 • 9 

計 4 8 8 1 0 0 • 0 

フナ

ふ化后一週間を経た毛仔を土池へ放養し約5日日後に分挺して秋仔まで養成した。

主主 成 池 ｜毛仔 i秋仔 1坪 当 ！毛倣秋仔取 設成 総 RE 

池名称 面積 構造 放妥数 夜揚量 生産量 交月日 揚月日 j切i問 鶏 糞 下肥

ム き参1号 6/i 8号12分gtt・設~下口 467匁 6月.5 日1 1対－さ日日
日

10貫 30荷土 池 2 8貨 17 8 

2-100 II 3 ・ 1~器。 3 9 390 6・ 5 12. 2 180 1 0 40 

3 100 II 3号 魂 4 1 410 8・ 1 11. 5 96 1 0 40 

8 18 0 II 1号1よo.ゐαJO 9 2 511 7.25 11.22 12 0 一 50 

10 11 0 
壁コンク 8号よ6お.000 5 1 リーl辻弛 46 4 7.27 12.16 142 1 0 40 

計 550 200正問 民51 
.300尾〉

4 56 40 200 
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餌料
ーーー

回 類 数 量 比 率 備 考

さ な ぎ 1 7 9 ft 3 5 • 5 % 

生 し、 わ し 2 7 5 • 4 乾燥に換算生鮮の%

米 ぬ 力、 2 2 5 4 4 • 6 

仕 上 ぬ 一色、 7 3 1 4 • 5 

計 5 0 4貿 100 .0% 

4. 金魚（ワキン）種苗竣成

ふ化后4～7日の毛仔をコ γクリート池及び土池に放養し．コ Yクリート池のものは約？ 0 

日后、更に土池へ分謎して 1O月初旬まで養成した。

養 成 ？也 毛仔 組苗 坪当 毛仔 僅苗 養成 施肥

池名称 面積 構造 放強数 取揚j量 生産企 放設月日 取揚月日 期間
一

⑧ 6号 30坪 コγク 尾 7 ,om忌 2 30尾 6月.25日1 0月.7 日
日

1 04 
リート ・30,00口

一一
II 7 30 II ぷ裁長 8,000 270 5. 18 10. 4 139 

@4  1 00 土池 ⑫100均．田糊口 21,000 210 6 . 1 O 1 O. 9 1 2 1 1日＇ 40 

⑮ 1 
！~コYク

17 o Iリート羽t也＇I IOU ー U→ JU 29，口∞ 170 5 • 18 1 0 • 3 138 20 4口

百十 (65,000 
65 rt) 2 00 60 80 

餌料

極 知 数 註 比 率 備 考

さ な ぎ 5 1貫 3 5. 2 % 

生 L、 オフ し 9 6 • 2 乾燥に換算生鮮の%

米 ぬ 色、 6 2 4 2 • 8 

仕 上 ぬ か 2 3 1 5 • 8 

計 1 4 5貫 100.0.% 

5. コイ‘フナ二年箆苗養成

養成池13号（土地2,6a o坪〉でコイ、フナをいけちょう貝2口，OO 0箇（約九50口

苅と混養して養魚池の立体利用を試みTこO

-1 s2-
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偲類 秋仔放養笠 2年仔尿器量 Z室登 議官E 関易月日

こし、 1sf《1, 00 0尾） 381立（ 7 a o尾） 15勿 1月.20 日 9月.2 6 日

ふな 30 C 9 ,ooo) 211 (7,000 81 1 • 20 9 • 2 6 

計 40 (11,000) 2 4 9 C 7 , 7 oo ) 96 

餌料

比率日

明畠2

ドー・，ー
． 

さ な ぎ 1守.9 . -

生 し、 オフ し 1 5 3 • 4 乾燥に換算、生鮮の乃

米 ぬ 治か、 I : 2 1 

5 0 • O 

仕上ぬ 7 4 1 6 • 0 
ー一

l 計 42 1 0 0 • 0 

備

！
I

l

－－「

霞 類 数量 考

配布

当場で使用する試験用及び、現1乱用の箇苗を一部残し、他は農村及び学校へ配布した。

コイ、フナ秋仔は地方事務所及び市役所を経由して、農業協同組合叉は．漁業協同組合へ配布

し溜池、河川｜へ放うをした。コイ、フナ2年怪苗と金魚（ワキ ＇：／） 甑苗は教育委員会を経由して

小中学校プールへ校長した。

コイ、フナ秋仔配布表

-~ 「 間 布 数 危－
認 布 先 備 考

コイ秋仔 フナ秋仔

河内長野市 1 • 0賞 1 • 6貫 溜 池

泉 ゴヒ 郡 9 • 0 4 • 0 II 

和 泉 市 9 • 8 1 4 • 0 II 

泉 大 津 市 , . a 一 II 

堺 市 2 • 0 1 • 0 II 

茨 木 市 1 2 • 5 4 7 • 0 II 

高 槻 市 1 • 5 2 • D II 

--: 1 S 3-
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ー

間 布 数 量
回 布 先 備 考

コイ秋仔 フナ秋仔

吹 回 市 1 6 • 8貫 2 8 • 5貫 溜 池
・ー

富 回 林 市 5 • 0 a • s II 

南 河 内 郡 2 4 .口 1 a • o II 

大 東 市 a • s 一 II 

大 阪 市 3 a .日 一 /I 

盛 中 市 3 • 0 一 II 

箕 国 rp 9 • 0 一 ／／ 

f主 話 郡 2 • 2 , • 4 /I 

‘” 泉 佐 野 市 2 • 5 4 • 5 ／／ 

岸 和 国 市 2 • 5 1 • a II 

泉 南 郡 5 • 5 2 .日 II 

一一
ゴじ 河 内 郡 9 • D 1 2 .日 II 

淀 JI I 1 3 .η 6 0 • 0 河 JI/ 

大 和 JI I 7 • a 4 0 • 0 ／／ 

計－ 1 6 6 • 8 2 2 9 • 5 

金魚（ワキン〉低苗及びコイ、フナ二年極苗配布表

画B
間布先

布 数 量

金魚（ワキγ 〉 コイ 2年仔 フナ2年仔． 

大阪市 39佼 37,550尾 2 1 • 0貫 1 O 2 • 0貫 .. 
豊中市 3 1 , 2 o a 1 • a 7 • a 

茨木市 4 9 I O O 0 一 一
『

吹田市 2 8日日 2 • a 一
守口市 2,000 一 一
池田市 1 1 , DO 0 一 一
泉大津市 5 1 I 3 0 0 一 一
長野市 5 0 O 一 一

計 5 6校 53,350 2 4 • 0 1 0 9 • 0 
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総括

1 ) 採卵、ふ化についてはコイ 50万尾、金魚45万尾の毛仔を得て概ね順調であったが、

フナは天候不煩の為め採卵が，思わしくなく 28万尾の毛仔を得たに過ぎなかった。

2 ) 青仔及び秋仔養成については集中菊菊及びシラサギによる食害のため歩波が甚しかった。

特にコイは早朝に鼻上げ浮上することが多く鳥容が著しかった。

3 ) 金魚佳苗養成は産卵、ふ化、養成共陥2順調であったがシラサギによる鳥容が著しかっ

司「・，」0

4 ) コイ、フナ二年飽苗とイケチョウガイの立体養殖を試みたが、坪当り 4・2尾（ 1.5匁〉

の秋仔と． 1 3箇（ 1武〉のイケチョウガイの混設においては両者とも成育は良好であった0

・1 5 ) コイ、フナ秋仔の農村溜池庖布は前卒通りでめったが、金魚の小中学校プールへの配布

は非常に好評であった。

6 ）各、伝苗養成の総括した成績は次表のとおりであるo

一

「項韮岩手秋仔

金縦和金〉 コイ、フナ2・年甑苗

使用 足6180尾 空40尾6so尾

コ
ふ化数 500,000尾 2 80, 00口尾 450,000尾

一一
放旋毛仔数 4 00 , 0 00尾 200,oon尾 380,000尾

l j夜揚 泣 2 2 3貫 2 5 1尾J.lt.;い竺ふ：~ 2 4。9。賞尾
(66,900尾〉 (75,300 --- ( 7,7 ) 

取揚
0 .15% O • 7 96 歩留 ふ化 0 .1 3% 0・2796

占企
養成面積 1 , 2 so坪 550坪 330坪 2,600坪

坪当生産量 178匁 456匁 2 00匁 96匁
一

給 餌総量 488貫 504寅 145寅 44 2武

動の物性比餌料率 6 4 • 396 40. 9% 41.4% 33 .3% 

増肉係数 2 • 1ヲ 2.01 2. 1 5 2.22 
ーー．ー

（担当川村厚生、丸山昭二、加藤喜久也、原正男〉
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淡水真珠養殖試験

3 0 • 3 1同年度の試ぬから府下の溜池でイケチョウガイによる真珠形成の可能なことが判

明したので、さらに手術i去の改良、経済的な義；歯去について試験を行つTこo これらの試験は

34年 10月にわたって義・殖する予定であるb現在までの概要は次のとおりである。

A. 別貝による無核施術

健全なイケチョウガイを母貝とし他の老貝の外套践縁の切片をそう入して当袋魚場内のコ

イ、フナ災成池に秘に入れて垂下した。母貝Hi当りの切片そう入設は 14～1 6箇でめる。

施術期間 さ2年4月～33年3月

施術数及び鎚死紋

! 附長一）一両二j 函 ~~C ；£~￥ L福一－t:i
I 6 ,J10 I 1,030 I s,4ao I 16.7%133年5月25日現在｜

これらの施術貝はS3年 3月末党中市、岸和岡市、堺市 C2信所〉、貝塚市の溜池に移植

今後観祭を続ける予定である。

B. 共貝による無核抱if-r

母貝の内大形のものく殻長 11 cm以と〉を用いそれ自体の外奈良の切片をそう入するもの

で、そう入数1筒当り 10～1 6筒であるσ

抱tlr期間・ 32年7月～8月

施m数及び姥死数

抱術数 ｜ 鰐死数 i現在数｜ 姥死率 ｜ 備 考 ｜ 
33 ~ 1 , 2 a 1 2, 2 l 36・096I 3 3年 3月29 

水温の最も上昇する期間に路街を行ったのでtt死率が高くなったo

c.大形有核施術

現在イケチョウガイによる淡水真珠は無核真珠を主とし有核真珠は殆んどつくられていな

いが、イケチョウガイが海産真珠の母貝であるアコヤガイに比較して絡段に大きい特徴を生

かし母貝の内臓部に直径7～1o mmの大核1筒をそう入した。

施術期間 3 2年6月

施術数及び姥宛数

-15 6-
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a・

施術数 終死数 現在数

4 9 5 2 5 4 2 4 1 

悶みに養魚池における水温は次のとおりであるo

月別月晶秤均水温

発死率

51.096 

年月 I4）干Is I 6 I 7 I s I 9 I 10 I 11 ｜｜… 
卒均水温 120.9℃I21.6 I払 3127.sloo・sl24・7/ 19 .a '11・5

D •級官賦活剤による箆死防止試験

備 考

3 3年5月28日現在

今日2

3 0年度の試足先結栄からもイケチョウガイの高温に対する低抗力が頓めて強いことは判明

されたが施術した場合は鑓死率が高くなるo

これを防止するため機能賦活剤を貝の内臓部に注射しその効果を試験した。

試験方法

使用した賦活剤は

アミノエチールλルフォ γ氏支5%溶液（商品名 Tak1ch1gen近畿薬品工業瓦瓦製〉

で施術に先きだっ場合と施術後2日自の衰弱甚しい場合に分けてそれぞれ一定量（ 0.2cc) 

内政へ注射し丈こ。

結果

一週間内の鑓死数は次のとおりである。

注射区分 資料 砲術数 箆死数 iue率
注射貝 5 2 a 96 

抱術前
対照貝 29 1 1 3 8 

施術後
注射只 1 5 4 2 6 

対照貝 1 ？ 6 66 

施術前に注射しでも効果はあるが、砲術後衰弱の甚しい場合の方が効果が大きいと思わ

れる。

（担当川村厚弘三と郷司〉

-1 57ー
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魚病（白点病〉治療試験

せん毛虫の寄生による白点病は養魚する場合に最も静適におこる魚病てすを魚者の苦悩するこ

ころであるがこれの確実な治療法はまだ知られていない。一般に氷酪酸による駆除が云われて

いるのでその効果を極々の濃度．浸涜の長短について実験を行った。

試験方法

供試液はね鍛ti般を1日0.2 0口、 40 0 PP mの 3 傾とし、供試魚t~金を用いた。

浸潰氷蹴酸液の水温は8・C、浸演時間は5、1口、 20、3口、 45、60分 とし、後清水

（水温5• O～7.2・C}に民して一週間後の病原虫の有無と魚の箆死を観察した。

結果

濃度別、浸涜i侍！HJ別結果表

I 病原Jミ離脱せず

II 

I ~ i 
II 

病原虫離脱せず
ー一

II 

／／ 

30 II 120 II 1 17 ／／ 

6日II zo" I 2 2 2 13 II 

5 // 20 II 3 2 3 5 病原虫離脱せず

10 II 20 II 2 4 3 1 0 II 

400 
P.P.M 20 II 20 II 3 8 4 3 2 病原虫離脱

一一
30 II 20 // 5 4 1 2 6 II 

4511 20 II 3 2 2 4 1 3 4 ti 

60 II 20 II 7 3 3 3 4 II 

-1  s 3-
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1.氷酪酸溶液に対する抵抗

溶液に浸潰中叉はその直後に姥死するものは少なく清水に戻してから 7日間に逐次発死し

た。即ち10 0 1-'Pmに5～30分浸潰したものほ殆んど生在したが60分間では25 %が

死亡し丈ご0 2 0 0 PPm に5～1D分間浸潰したものは大体生存したが20～6 0分間の場

合は20～4 O 96が姥死した。叉4O O PPmのものは5～60分のいづれも死亡率が高く

5 0～9 O 96となっているo

2 ..病原虫離脱状況

溶液に浸演すると病原虫は仮死状態になるが清水に民すとそ生する。 lWち10 0～2 0 0 

PPmの溶液では6日分以内の各時間では離脱せず、 4O O PPmの場合20-6 分間で

離脱した。

この試験では供試魚の擢病状態を統一しなかったのでi団体乏があり、叉病原虫のi翻地につ

いても擢病の軽重によって相違してくるので一概に云えなし、が、この結果では魚体に影響を

与えずに白点病滋を駆除し得る氷蹴般の泌皮と浸漬時間を充分磁め得．なかったo

（担当 川村厚生．加藤喜久也〉
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